
11
月
13
～
14
日
、
邑
楽
町
公
民
館
で
邑
楽
町
民
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
、

舞
台
発
表
や
作
品
展
示
、
模
擬
店
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
邑
楽
町

茶
道
会
の
お
茶
会
で
は
、
裏
千
家
流
の
お
点
前
に
よ
る
お
茶
が
振
る

舞
わ
れ
、
来
場
者
は
茶
道
の
文
化
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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住
み
慣
れ
た
ま
ち
で

　
　生
き
生
き
と
暮
ら
し
た
い

●
街
角
特
派
員
レ
ポ
ー
ト

　４
人
に
１
人
が
高
齢
者

　超
高
齢
社
会
を
迎
え
る

　要
介
護
（
要
支
援
）
認
定
者

　10
年
間
で
２
倍
以
上
に
増
加

No.185

レ ポ ー ト
ま ち か ど

住み慣れたまちで生き生きと暮らしたい

街角特派員

◎第１章

現状を知る
平成 12 年４月から始まった介護保険制度。スタートし

て 10 年がたちましたが、邑楽町の高齢者や介護の状況

などがどうなっているのか、第４期邑楽町高齢者保健

福祉計画・介護保険事業計画などで調べてみました。

◀第４期邑楽町高齢者保健
福祉計画・介護保険事業計
画は、住み慣れた地域で自
立した生活を安心して続け
るための実現に向け、平成
21 年３月に作成。３年を１
期とする事業計画の作成が
法律で義務づけられている。

Ｑ自宅で生活を続けるためにはどんな
サービスが必要ですか？（複数回答）

Ｑ日常生活で困っていることがあります
か？（複数回答）

0 100 200 300 400 500

無回答
179 人
（人）

0 100 200 300 400 500

無回答
414 人
（人）

高
齢
者
生
活
意
向
調
査

▼
対
象
者

　町
内
在
住
の
介
護
認
定
を
受
け
て

い
な
い
65
歳
以
上
の
人
（
１
、
６
３
１
人
中
１
、

１
５
１
人
回
収
、
回
収
率
70
・
６
％
）

街角特派員

齋藤史子さん
（新中野・33 区）

◎人口・高齢者数・高齢化率の推移◎要介護（要支援）認定者数の推移

Ｑ介護が必要になったらどうしたいです
か？（複数回答）

少しの介護で身の回りのことができる場合

寝たきりの状態になった場合

無回答
123 人
（人）

0 100 200 300

無回答
125 人
（人）

27
年
前
、
義
父
母
（
共
に
70
歳
）
と
同
居
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
も
う
す
で
に
義
父
は
肝
臓
ガ

ン
に
冒
さ
れ
て
、
79
歳
で
他
界
。
残
さ
れ
た
義
母

は
喪
失
感
か
ら
、
う
つ
状
態
に
…
。
そ
し
て
、
認

知
症
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

夫
と
二
人
で
世
話
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
度
は

夫
が
脳
梗こ

う
そ
く塞

で
他
界
し
、
義
母
は
寝
た
き
り
の
要

介
護
５
に
…
。
途
方
に
く
れ
ま
し
た
が
、
在
宅
介

護
を
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
訪
問
看
護
と
訪
問

入
浴
、
訪
問
診
療
、
エ
ア
マ
ッ
ト
付
き
ベ
ッ
ド
を

借
り
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
も
利
用
。
で
も
、
慣
れ

な
い
介
護
に
疲
れ
て
き
て
、
24
時
間
気
を
張
っ
て

い
た
せ
い
か
不
眠
症
に
な
り
、
夫
の
死
に
対
す
る

喪
失
感
も
加
わ
り
、「
介
護
う
つ
」
に
…
。

「
人
は
生
ま
れ
、
老
い
、
病
気
を
し
、
死
ぬ
…
。

『
生

し
ょ
う
ろ
う
び
ょ
う
し

老
病
死
』
は
当
た
り
前
。
い
づ
れ
我
身
と
思

い
つ
つ
、
頑
張
り
続
け
て
糸
が
切
れ
」

「
他
人
に
言
え
な
い
苦
し
み
を
、
だ
れ
が
知
ろ
う

か
逃
げ
る
に
逃
げ
れ
ぬ
こ
の
泥
沼
を
…
」

今
で
は
、
認
知
症
・
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
や
介
護
者
サ
ロ
ン
に
参
加
し
、
講
師
の
堀
井

さ
ん
の
お
人
柄
と
、
よ
き
仲
間
に
知
り
合
え
て
、

や
っ
と
前
向
き
な
考
え
方
に
な
り
ま
し
た
。
悩
み

を
一
人
で
抱
え
込
ま
な
い
で
、
助
け
合
い
、
苦
し

み
を
分
か
ち
合
い
、
共
に
生
き
て
い
け
る
、
や
さ

し
い
町
な
ん
だ
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　今
回
の
特
派
員
レ
ポ
ー
ト
で
は
、
邑
楽
町
の
高

齢
者
・
要
介
護
者
の
現
状
を
知
り
、
介
護
に
つ
い

て
の
利
用
や
相
談
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
を
皆

さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
い
、
参
考
に
な
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
た

老
後
を
過
ご
す
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
を
考

え
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

●
街
角
特
派
員
は
、
読
者
の
皆
さ
ん
の
代

表
で
す
。
毎
年
公
募
で
決
定
。
一
人
が
年

２
回
ず
つ
、「
広
報
お
う
ら
」
に
レ
ポ
ー

ト
を
掲
載
し
ま
す
。
町
づ
く
り
の
方
向
へ

の
意
見
や
気
に
な
る
事
業
の
進
捗
状
況
、

ま
た
は
自
分
が
皆
さ
ん
に
ア
ピ
ー
ル
し
た

い
こ
と
な
ど
、
突
撃
取
材
と
歯
に
衣
着
せ

ぬ
直
言
で
、
皆
さ
ん
の
「
そ
こ
が
知
り
た

い
」
に
答
え
ま
す
。

●よってぃがっせ

高齢者の憩いの場。毎週月・水・

金曜日の午前９時 30 分～午後

３時まで、趣味や食事などで

楽しい時間を過ごしている。
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　高
齢
者
を
支
え
る

　町
の
総
合
相
談
窓
口

　　

邑
楽
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
以
下
、
セ
ン
タ
ー
）
は
、
高
齢
者
が

住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
そ
の
人
ら
し
い

生
活
を
送
る
た
め
に
高
齢
者
の
生
活
を

支
え
る
機
関
と
し
て
平
成
18
年
４
月
に

設
置
さ
れ
ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー
で
は
、

保
健
・
福
祉
・
介
護
に
関
す
る
専
門
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
保
健
師
・
社
会
福
祉

士
・
主
任
介
護
支
援
専
門
員
が
連
携
し

て
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
相

談
事
業
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
主
な

業
務
は
、
次
の
４
つ
に
な
り
ま
す
。

①
総
合
相
談

・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
い

・
困
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
相
談
に

の
っ
て
ほ
し
い
な
ど

②
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

・
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
ケ
ア
プ
ラ
ン

作
成

・
今
後
、
介
護
状
態
に
な
る
可
能
性
が

あ
る
人
の
予
防
支
援
な
ど

③
介
護
支
援
専
門
員
（
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
）
支
援

・
要
介
護
高
齢
者
を
担
当
す
る
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
が
抱
え
る
困
難
事
例
に
関
し

て
助
言
を
行
う
な
ど

④
高
齢
者
の
権
利
擁
護
、
虐
待
の
早
期

発
見
・
防
止

・
生
活
相
談
や
成
年
後
見
制
度
の
相
談

・
隣
の
家
か
ら
怒
鳴
り
声
が
聞
こ
え
た

り
、
最
近
よ
う
す
が
お
か
し
い
な
ど

　転
倒
・
骨
折
が
原
因
で

　そ
の
ま
ま
介
護
状
態
に
…

　　

高
齢
者
が
元
気
で
自
立
し
た
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
平
成
18
年

４
月
か
ら
介
護
保
険
制
度
が
見
直
さ
れ

ま
し
た
。
中
で
も
、
こ
れ
か
ら
介
護
状

態
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
人
を
対
象
に

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
①

運
動
器
の
機
能
向
上
、
②
栄
養
改
善
、

③
口
く
う
ケ
ア
、
④
閉
じ
こ
も
り
・
う

つ
・
認
知
症
の
予
防
・
支
援
な
ど
。

　

ま
た
、
介
護
状
態
に
な
る
原
因
の
一

つ
に
転
倒
に
よ
る
骨
折
が
あ
り
ま
す
。

加
齢
と
と
も
に
足
腰
が
弱
く
な
っ
た
高

齢
者
が
、
骨
折
し
て
入
院
す
る
と
そ
の

ま
ま
介
護
状
態
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
町
で
は
、
お
き
あ
が
り
こ
ぼ
し
教

室
や
ま
す
ま
す
元
気
教
室
、
３
Ｂ
体
操

な
ど
の
体
力
・
筋
力
向
上
の
た
め
の
教

室
を
実
施
。
多
く
の
皆
さ
ん
に
参
加
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
後
も
各
種

教
室
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　来
所
が
困
難
な
場
合
は

　訪
問
し
て
相
談
に
応
じ
ま
す

　　

セ
ン
タ
ー
で
は
、
高
齢
者
の
相
談
の

ほ
か
に
、
そ
の
家
族
の
相
談
窓
口
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
21
年
度
の
セ
ン

タ
ー
へ
の
相
談
件
数
は
、
２
１
１
件
。

そ
の
う
ち
31
件
は
、
セ
ン
タ
ー
に
来
所

す
る
の
が
難
し
い
高
齢
者
へ
の
訪
問
相

談
で
す
。
相
談
の
中
で
も
っ
と
も
多
い

の
が
、
介
護
を
受
け
た
い
け
ど
、
ど
の

よ
う
に
手
続
き
を
す
れ
ば
よ
い
の
か
と

い
う
こ
と
。
介
護
保
険
制
度
が
始
ま
っ

て
10
年
た
ち
ま
し
た
が
、
介
護
が
必
要

と
な
る
ま
で
は
、
な
か
な
か
利
用
に
つ

い
て
は
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
高
齢
者
の
心
身
の
状
況
や
生

活
実
態
の
把
握
を
通
じ
て
専
門
的
な
支

援
を
行
っ
た
り
、
相
談
の
内
容
に
応
じ

て
情
報
を
提
供
。
本
人
や
家
族
が
要
介

護
認
定
の
申
請
に
行
く
こ
と
が
で
き
な

い
場
合
な
ど
は
、
手
続
き
を
代
行
し
ま

す
。
ま
た
、
セ
ン
タ
ー
以
外
で
も
指
定

居
宅
介
護
支
援
事
業
者
や
介
護
保
険
施

設
な
ど
で
も
代
行
し
て
も
ら
う
こ
と
も

で
き
ま
す
。

　高
齢
者
に
関
す
る
相
談
や

　悩
み
事
は
セ
ン
タ
ー
へ

　　

セ
ン
タ
ー
の
役
割
は
、
高
齢
者
の
生

活
を
総
合
的
に
支
援
し
て
い
く
こ
と
で

す
。
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自

立
し
た
生
活
を
安
心
し
て
送
れ
る
よ

う
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
介
護

予
防
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
に
関
す
る
こ

と
で
、
相
談
や
悩
み
事
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
早
め
に
お
気
軽
に
セ
ン
タ
ー

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎第２章

介護の窓口
介護が必要になったとき、どのように手続きしていい

のか、どこに相談していいのかわかりませんでした。

そこで、介護の総合相談窓口として機能している邑楽

町地域包括支援センターでお話を伺ってきました。

■高齢者虐待防止のための出前講座　
群馬県高齢者虐待対応専門職チームの協力を得て、
虐待防止のための講座を開催します。法律のやさし
い理解と虐待の早期発見のポイントをアドバイスし
ます。また、相談にも応じます。
▼期日　12月８日㈬
▼時間　午後１時30分〜３時30分
▼会場　保健センター
▼対象　制度を学びたい人や相談してみたい人、民
生委員、介護保険関係者など
▼定員　40人
▼申込方法　電話で申し込む

■成年後見制度学習会　
成年後見制度とは、知的障害や精神障害、認知症など
で自分の意思をしっかり伝達できない人や判断力の
乏しい人などの生活と権利を守るために、本人に代
わって法律行為などを行う代理人を選任する制度。
学習会では、初歩的なレベルから具体的な内容まで
わかりやすく学びます。また、相談にも応じます。
▼期日　平成23年１月19日㈬
▼時間　午後１時30分〜３時30分
▼会場　保健センター
▼対象　制度を学びたい人や相談してみたい人など
▼定員　40人
▼申込方法　電話で申し込む
▼申込・問合先　町地域包括支援センターＧ80-9300

ますます元気教室は、体

力をつけたいとか歯や

口の中が気になるシニ

ア世代の人を対象に健

康で自立した生活を送

るための教室です。毎

月２回開催しています。

ぜひ、ご参加ください。

ますます元気教室

音楽療法教室は、音楽

が脳に働きかけ、スト

レス解消や認知症予防

にも効果があるといわ

れています。身近な音

楽にいやされながら健

康づくりをしてみませ

んか。

音楽療法教室

邑楽町地域包括支援センターＧ80-9300
▼場所　邑楽町保健センター内（中野2570-3）
▼休館日　土・日、祝日、年末年始
▼開館時間　午前８時30分〜午後５時15分
群馬県認知症コールセンター
▼相談日　月〜金曜日（祝日、年末年始を除く）
▼時間　午前９時〜午後６時
▼開館時間　午前８時30分〜午後５時15分
▼問合先　Ｇ027-269-4432、Ｃ027-264-3522

介護は長期にわたるこ

とが多く、家族だけで頑

張っても限界がありま

す。介護者同士のいろ

いろな悩みや相談、交

流などで、介護者の心

身のストレスを緩和す

ることが必要です。

介護者サロン

介護予防サポーター講

習会は、介護を受けない

ようにするにはどうし

たらよいのかを学びま

す。口くうケアや栄養

改善、認知症の理解と

予防、介護予防の運動

指導や体操を学びます。

介護予防サポーター講習会

今後の予定…

介護予防を学び、悩みを相談する できるだけ介護を受けないために

No.185

レ ポ ー ト
ま ち か ど

住み慣れたまちで生き生きと暮らしたい

街角特派員

高齢者やその家族の総合相談窓口、邑楽町地域包括支援センター

■
要
介
護
原
因

「国民生活基礎調査より」

町地域包括支援センター
社会福祉士

堀井雅明さん

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
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ん
を
は
じ
め
、
民
生
・
児
童
委
員
さ

ん
、
ふ
れ
あ
い
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

さ
ん
を
中
心
に
手
作
り
料
理
や
楽
し
い

ゲ
ー
ム
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
。
昼
食
の
準
備
な
ど
は
、
手
間
が

か
か
る
と
思
い
ま
す
が
、
利
用
者
の
皆

さ
ん
の
「
お
い
し
い
」
の
一
言
が
お
い

し
い
手
作
り
料
理
の
源
だ
そ
う
で
す
。

食
事
の
準
備
を
す
る
役
員
さ
ん
た
ち
の

呼
吸
は
ぴ
っ
た
り
で
手
際
が
よ
く
、

あ
っ
と
い
う
間
に
用
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
日
の
主
役
は
、
こ
の
日
１
０
０
歳

を
迎
え
た
田
口
リ
ト
さ
ん
。
お
祝
い
に

駆
け
つ
け
た
町
長
の
金
子
さ
ん
か
ら
慶

祝
状
と
花
束
、
記
念
品
な
ど
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。
１
０
０
歳
に
な
る
と
内
閣

総
理
大
臣
と
群
馬
県
知
事
な
ど
か
ら
慶

祝
状
が
届
く
の
だ
そ
う
で
す
。
そ
の
慶

祝
状
や
花
束
と
一
緒
に
み
ん
な
で
記
念

写
真
を
撮
影
。
区
長
さ
ん
や
町
長
の
金

子
さ
ん
の
あ
い
さ
つ
で
、
田
口
リ
ト
さ

ん
の
１
０
０
歳
誕
生
会
が
ス
タ
ー
ト
。

手
作
り
料
理
を
前
に
し
て
、
ケ
ー
キ
の

上
に
立
て
ら
れ
た
ろ
う
そ
く
を
一
息
で

消
す
リ
ト
さ
ん
。
と
て
も
１
０
０
歳
と

は
感
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
元
気
で
す
。

　

リ
ト
さ
ん
は
、
農
業
を
し
な
が
ら
８

人
の
子
ど
も
を
育
て
た
そ
う
で
す
。
好

き
嫌
い
な
く
何
で
も
よ
く
食
べ
、
特
に

し
ょ
っ
ぱ
い
も
の
が
好
き
で
、
中
で
も

明
太
子
が
好
き
と
い
う
リ
ト
さ
ん
。
最

近
ま
で
、
自
宅
で
草
花
を
育
て
て
い
た

そ
う
で
す
。
長
生
き
の
秘
訣
は
と
聞
く

と
、
何
で
も
よ
く
食
べ
る
け
ど
、
腹
八

分
目
を
心
掛
け
て
い
ま
す
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。
リ
ト
さ
ん
は
、
ふ
れ
あ
い

In
te
rv

ie
w

９
区
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
に
参
加
し
た
人
た
ち
に
話
を
聞
き
ま
し
た

◎千原田向地・９区
区長

川島昌美さん

地域のつながりは大切

近年、高齢化が進んでいま

すが、民生・児童委員さん

やふれあい・ボランティア

の皆さんがよく協力して

くれるので助かっていま

す。これからも、みんなが

笑顔で安心して暮らせる

ように地域のつながりを

大切にしていきたいです。

◎９区ふれあいサロン
事務局長

田口重子さん

みんなの笑顔のために

区の皆さんには、義母の

100 歳のお祝いをしていた

だいて感謝しています。９

区ふれあいサロンで用意

する食事はみんな手作り。

これからも民生・児童委員

さんやボランティアの人

たちと一緒に、おいしい昼

食を用意していきます。

◎ボランティア
民生・児童委員

清水喜久江さん

真心込めて食事を作る

事務局長の田口さんやボ

ランティアの皆さんと一

緒にお手伝いをしていま

す。皆さんのおいしく食べ

ている笑顔を見ると、作っ

てよかったと思いますね。

これからも、皆さんに喜ん

でもらうために、真心込め

て食事を作っていきます。

◎利用者　76 歳
千原田向地・９区

清水久美さん

温かい雰囲気が大好き

田口さんの 100 歳の誕生

会に当たって、日本舞踊を

披露しました。ふれあいサ

ロンは、みんな友達や家族

のように何でも話しがで

きるので、この温かい雰囲

気が大好き。これからも、

お茶したりお話したりし

て利用したいと思います。

サ
ロ
ン
の
利
用
者
で
毎
回
欠
か
さ
ず
参

加
。
み
ん
な
で
お
茶
を
し
な
が
ら
、
気

兼
ね
な
く
楽
し
く
お
し
ゃ
べ
り
す
る
こ

と
で
充
実
し
た
生
活
を
送
っ
て
い
る
の

だ
そ
う
で
す
。

　地
域
全
体
で
高
齢
者
を

　支
え
る
こ
と
が
大
切

　

９
区
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
利
用
者

は
、
70
歳
代
か
ら
１
０
０
歳
の
リ
ト
さ

ん
ま
で
の
高
齢
者
。
で
も
、
こ
う
し
て

元
気
な
笑
顔
を
見
て
い
る
と
、
地
域
全

体
で
高
齢
者
を
支
え
る
こ
と
で
、
健
康

寿
命
を
延
ば
す
こ
と
に
つ
な
が
る
の
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
介
護

保
険
の
対
象
者
を
減
ら
す
こ
と
に
も
つ

な
が
っ
て
い
る
の
で
す
。

01９区ふれあいサロン

ふれあいサロンは地域の

お年寄りの憩いの場です

①田口リトさん。明治 43 年 11 月 15

日生まれの 100 歳。ふれあいサロン

が楽しみで、毎回参加している。好

き嫌いなく何でもよく食べ、特に明

太子が好物。長生きの秘訣は、腹八

分目を心掛けること。草花が好きで、

中でもバラがお気に入り

②清水久美さんが、日本舞踊を披露。

始めて 50 年近くになる華麗な踊り

で、100 歳のお祝いに華を添えた

①②

◎第３章

地域で支える
ふれあいサロンは、地域住民が中心に運営する楽しく、気軽にだ

れでも参加できる「つどいの場」。和気あいあいとした雰囲気の中、

お茶会や楽しいゲームなどを行うことにより、閉じこもり予防・

社会参加のきっかけづくりを目的としています。

　ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
で

　田
口
リ
ト
さ
ん
の
誕
生
会

　

11
月
15
日
午
後
２
時
。
９
区
公
民
館

で
１
０
０
歳
を
迎
え
た
田
口
リ
ト
さ
ん

の
誕
生
会
が
あ
る
と
聞
い
て
伺
い
ま
し

た
。
こ
こ
千
原
田
向
地
・
９
区
は
、
人

口
３
６
９
人
、
１
２
９
世
帯
で
、
65
歳

以
上
の
高
齢
者
は
約
90
人
。
こ
の
公
民

館
に
行
政
区
の
役
員
さ
ん
や
ふ
れ
あ
い

サ
ロ
ン
の
利
用
者
の
皆
さ
ん
30
人
ほ
ど

が
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
は
、
平
成
16
年
９

月
に
発
足
。
区
長
さ
ん
や
事
務
局
長
さ

11 月 15 日に開かれた９区ふれあいサロン。１００歳を迎えた田口リトさんを囲んで誕生会を開きました
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　み
ん
な
手
作
り
料
理
を

　持
ち
寄
っ
て
集
ま
る

　

こ
の
谷
中
蛭
沼
・
11
区
の
人
口
は
、

１
、
１
６
１
人
、
４
３
２
世
帯
と
、
邑

楽
町
で
は
人
口
の
多
い
行
政
区
。
そ
の

内
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
約
２
５
０
人

と
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
10
年
く

ら
い
前
に
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
援
助

を
受
け
な
が
ら
、
区
長
や
民
生
・
児

童
委
員
な
ど
を
中
心
に
「
よ
っ
て
が
っ

せ
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

11
月
14
日
午
前
10
時
。
11
区
公
民
館

に
地
域
の
お
年
寄
り
が
自
転
車
や
徒
歩

で
集
ま
っ
て
き
ま
す
。
中
に
は
、
前
日

か
ら
準
備
を
し
赤
飯
を
作
っ
て
き
た

人
。
も
つ
煮
を
作
っ
て
き
た
人
、
煮
物

や
漬
け
物
を
用
意
し
て
き
た
人
な
ど
。

み
ん
な
手
作
り
料
理
を
持
ち
寄
る
の

で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が
、
公

民
館
の
机
を
ふ
い
た
り
お
茶
の
準
備
を

し
た
り
し
て
待
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
の
目
玉
は
、
軽
体
操
。
町
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
小
林
さ
ん
を

講
師
に
、
約
１
時
間
か
け
て
足
腰
な
ど

の
筋
力
ア
ッ
プ
や
口
く
う
体
操
、
認
知

症
予
防
に
効
果
が
あ
る
体
操
な
ど
で
、

心
地
よ
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。
軽
体
操

が
終
わ
る
と
、
お
楽
し
み
の
昼
食
。

持
ち
寄
っ
た
手
作
り
料
理
を
囲
み
な
が

ら
、
み
ん
な
の
楽
し
い
会
話
が
弾
み
、

そ
の
雰
囲
気
は
ま
る
で
昔
の
大
家
族
の

よ
う
で
し
た
。

　よ
っ
て
が
っ
せ
は
地
域
の

　お
茶
会
の
場
、
憩
い
の
場　

　

よ
っ
て
が
っ
せ
は
、
年
間
10
回
開

催
。
カ
ラ
オ
ケ
や
健
康
ダ
ン
ス
、
百
万

遍
、
金
婚
式
、
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
い
ろ

い
ろ
な
催
し
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
発

足
か
ら
10
年
が
た
ち
、
地
域
の
利
用
者

も
増
え
て
き
た
そ
う
で
す
。

　

集
う
人
み
ん
な
が
明
る
く
元
気
に

な
っ
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
地
域
の
人
た

ち
が
、
気
兼
ね
な
く
気
軽
に
参
加
し
て

ほ
し
い
、
と
願
い
を
込
め
て
命
名
さ
れ

た
よ
っ
て
が
っ
せ
。
地
域
の
お
年
寄
り

の
お
茶
会
の
場
、
憩
い
の
場
と
し
て
、

11
区
公
民
館
に
は
毎
回
い
き
い
き
と
し

た
笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
、
気
軽
に
よ
っ
て
が
っ
せ
。

Interview よってがっせに参加した人たちに話を聞きました

◎
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

保
健
師

小
林
葉
子
さ
ん

転倒予防で楽しい暮らしを

介護が必要になる主な原因に、

高齢による体力の衰えのほか

に転倒による骨折があります。

軽体操は、足腰の強化を中心

に介護予防に効果があるとさ

れる体操。また、認知症予防

には、指や手を使った体操が

効果があります。手軽にでき

るのでぜひ続けてほしいです。

◎
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

民
生
・
児
童
委
員

今
寺
洋
子
さ
ん

◎
利
用
者

91
歳

　谷
中
蛭
沼
・
11
区

物
江
イ
ク
さ
ん

◎
利
用
者

85
歳

　谷
中
蛭
沼
・
11
区

大
野
ハ
ル
さ
ん

多くの人に利用してほしい

６年前から民生・児童委員を

しています。よってがっせで

は、行政区の役員さんと一緒

に、昼食の手配やお茶菓子な

どを準備。でも、だいたいの

料理は利用者の皆さんが家で

作ってきてくれるので、とて

も助かります。一人でも多く

のかたに利用してほしいです。

毎回楽しみにしています

10 年前に邑楽町に引っ越して

きました。５年くらい前から

よってがっせを利用していま

す。ここに来るようになって、

友達がたくさんできました。

みんなの元気な顔を見たり、

おしゃべりしたりしてとても

楽しいです。毎回楽しみに参

加しています。

みんなの喜ぶ顔が見たくて

みんなの喜ぶ顔が見たくて、

毎回、全員分の赤飯を炊いて

きます。前の日から仕込みを

して、当日も早朝から準備を

しますが、ここに来るのが楽

しみなので、全然おっくうで

はないですね。みんなで食事

をしたりお茶をしたりするの

が、とても楽しみなんですよ。

02よってがっせ
第11区いきいき茶話会

11
月
14
日
に
行
わ
れ
た
軽
体
操
。
転
倒
予

防
や
認
知
症
予
防
に
効
果
が
あ
る
体
操
を

ゆ
っ
く
り
１
時
間
か
け
て
行
い
ま
し
た

11 月 14 日に開かれた、よってがっせ。持ち寄った料理を囲んでの昼食では会話も弾みます

名称 活動拠点
第２区ふれあい広場 第２区公民館

３区いきいきサロン 第３区公民館

前原ふれあいサロン 前原公民館

第五区天王元宿ふれあい広場 天王元宿公民館

第六区ふれあいひろば 第六区公民館

七区ふれあいサロン 第７区区民館

いきいきサロン 第八区公民館

ふれあいサロン 千原田公民館

よってがっせ １１区公民館

ふれあいサロン 鶉区民館

１３区ふれあいサロン 鶉区民館

鶉新田ふれあい会 鶉新田集会所

光善寺ふれあいいきいきサロン 光善寺公民館

くつろぎサロン藤の会 藤川転作促進集落センター

ふれあいサロン 秋妻公民館

一本木げんき村ふれあいの里づくり事業 一本木公民館

ふれあいサロン 石打構造改善センター

ふれあいサロン 住谷崎公民館

坪谷ふれあいサロン 坪谷稲荷神社社務所

ふれあい仲良しサロン 第２３区公民館

２４区ふれあい会 宮内集会所

２７区ふれあいサロン 十三軒集落センター

ふれあいサロン 狸塚総合研修センター

２９区ふれあい地域づくり 本郷江原集落センター

ふれあいサロン新中野 邑楽町立集会所

いきいきエンジョイサークル明野 明野公民館

ふ
れ
あ
い
地
域
づ
く
り
事
業
実
施
団
体

住み慣れたまちで生き生きと暮らしたい
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　デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で

　自
分
ら
し
く
過
ご
し
て

　訪
問
介
護
・
訪
問
入
浴
で

　真
心
を
宅
配
し
ま
す

◎第４章

負担の軽減
介護は、要介護者本人の要介護度や目標などによって

いろいろなサービスが利用できます。その中で、訪問

介護やデイサービス、グループホームをサービス提供

している事業所にお伺いしお話を聞いてきました。

邑楽町デイサービスセンター
介護施設係長

小澤友美さん

　グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で

　そ
の
人
ら
し
い
生
活
を

邑楽町社会福祉協議会
居宅介護係長

檜山雅崇さん

つむぎの里
グループホーム施設長

川島香瑞美さん

◀
移
動
入
浴
車

▶
利
用
者
の
部
屋
（
つ
む
ぎ
の
里
）

◀
介
護
保
険
で
受
け
ら
れ
る
主
な
サ
ー
ビ
ス
（
施
設
サ
ー
ビ
ス
以
外
で
は
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
も
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
）

サ
ー
ビ
ス
実
施

ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成

審
査
・
認
定

認
定
調
査
・

医
師
意
見
書

申
請
書
提
出

（
役
場
保
険
年
金
課
）

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
に
は
…

サービスの名称 サービスの内容

介
護
サ
ー
ビ
ス
（
在
宅
サ
ー
ビ
ス
）

訪問介護
（ホームヘルプ）

ホームヘルパーが居宅を訪問し、身体介護や生活援助（食
事・掃除・洗濯・買い物など）をします。

訪問入浴介護
介護員と看護師が居宅を訪問し、移動入浴車などで入浴
介護をします。

訪問リハビリテーション
理学療法士や作業療法士、言語聴覚士が居宅を訪問し、
リハビリをします。

居宅療養管理指導
医師、歯科医師、薬剤師、管理栄養士などが居宅を訪問し、
療養上の管理や指導をします。

訪問看護
疾患などを抱えている人について、看護師が居宅を訪問
して、療養上の世話や診療の補助をします。

通所介護（デイサービス）
通所介護施設で、食事、入浴などの日常生活上の支援や、
生活行為向上のための支援を日帰りで行います。

通所リハビリテーション
（デイケア）

老人保健施設や医療機関などで、日常生活上の支援や生活
行為向上のためのリハビリテーションを日帰りで行います。

特定施設入居者生活介護
有料老人ホームなどに入居している高齢者に、日常生活
上の支援や介護を提供します。

短期入所生活介護
（ショートステイ）

福祉施設に短期間入所して、日常生活上の支援（食事、
入浴、排せつなど）や機能訓練などが受けられます。

短期入所療養介護
（医療型ショートステイ）

老人保健施設などに短期間入所して、医療上のケアを含む日
常生活上の支援や機能訓練、医師の診療などが受けられます。

施
設
サ
ー
ビ
ス

介護老人保健施設
（老人保健施設）

病状が安定している人に対し、医学的管理のもとで看護、
介護、リハビリテーションを行う施設です。医療上のケア
やリハビリテーション、日常的介護を一体的に提供します。

介護老人福祉施設
（特別養護老人ホーム）

寝たきりや認知症で日常生活において常時介護が必要で、
自宅では介護が困難な人が入所します。食事、入浴、排せ
つなどの日常生活介護や療養上の世話が受けられます。

介護療養型医療施設
（療養病床等）

急性期の治療は終わったものの、医学的管理のもとで長期
療養が必要な人のための医療機関です。医療、看護、リハ
ビリテーションなどが受けられます。

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

小規模多機能型居宅介護
通所を中心に、利用者の選択に応じて訪問系や泊まりの
サービスを組み合わせ、多機能なサービスを受けられます。

地域密着型特定施設入居
者生活介護

定員が 30 人未満の小規模な介護専用の有料老人ホームな
どで、食事・入浴、機能訓練などのサービスを受けられます。

地域密着型介護老人福祉
施設入所者生活介護

定員が 30 人未満の小規模な介護老人福祉施設に入所する
人が、食事・入浴、機能訓練などのサービスを受けられます。

認知症対応型通所介護
認知症高齢者を対象に、食事や入浴、専門的なケアが日
帰りで受けられます。

認知症対応型共同生活介護
（グループホーム）

認知症高齢者が、共同生活をする住宅で、スタッフの介
護を受けながら、食事・入浴などの介護や支援、機能訓
練を受けられます。

夜間対応型訪問介護
24 時間安心して住宅生活が送れるよう、巡回や通報シス
テムによる夜間専用の訪問介護サービスです。

福
祉
用
具
貸
与
・
購
入
、
住
宅
改
修

福祉用具貸与
車いす、特殊寝台、移動用リフト、歩行支援具、認知症
老人はいかい感知機器などを貸与するサービスです。

特定福祉用具販売
腰掛け便座、特殊尿器、入浴補助用具、簡易浴槽、移動
用リフトのつり具などを指定された業者から購入したと
き、購入費が支給されます。

在宅改修費支給
手すりの取り付けや段差解消などの住宅改修をしたとき、
20 万円を上限に費用が支給されます。自己負担は 1割。

要
介
護
５

要
介
護
４

要
介
護
３

要
介
護
２

要
介
護
１

要
支
援

１
・
２

要
介
護
度

寝
た
き
り
や
認
知
症
な
ど
で
、
食
事
・
着

替
え
・
排
せ
つ
に
全
面
的
介
護
が
必
要

寝
た
き
り
や
認
知
症
な
ど
で
、
食
事
・

着
替
え
・
排
せ
つ
に
介
護
が
必
要

食
事
・
着
替
え
・
排
せ
つ
な
ど
、
い

ず
れ
に
も
一
部
介
護
が
必
要

食
事
な
ど
は
何
と
か
一
人
で
で
き
る

が
、
排
せ
つ
に
介
護
が
必
要

食
事
・
着
替
え
な
ど
が
お
お
む
ね
自

立
し
て
い
る
が
、
一
部
介
護
が
必
要

食
事
・
着
替
え
な
ど
が
お
お
む
ね

自
立
し
て
い
る
が
、
と
き
ど
き
支

援
が
必
要

高
齢
者
の
状
態
の
一
例

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
希
望
す
る
人

は
、
役
場
保
険
年
金
課
窓
口
に
認
定

の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
は
、

本
人
ま
た
は
家
族
の
ほ
か
、
成
年
後

見
人
、
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、

指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
や
介
護

保
険
施
設
な
ど
で
も
代
行
し
て
も
ら

う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

▼
問
合
先
　
役
場
保
険
年
金
課

Ｇ
47

５
０
２
１
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事業所名 住所 電話番号

ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
事
業
所

訪
問
介
護

訪
問
看
護

訪
問
入
浴
介
護

訪
問
リ
ハ
ビ
リ

通
所
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

通
所
リ
ハ
ビ
リ
（
デ
イ
ケ
ア
）

短
期
入
所
生
活
介
護

（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

短
期
入
所
療
養
介
護

（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

地　域　密　着　型 介
護
老
人
福
祉
施
設

介
護
老
人
保
健
施
設

認
知
症
対
応
型

通
所
介
護

小
規
模
多
機
能

型
居
宅
介
護

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

地
域
密
着
型

介
護
福
祉
施
設

①

居宅介護支援センターほほえみ

石打 1454-1

55-0067 ●

ほほえみケアステーション 80-9667 ●

ほほえみ在宅看護ステーション 55-0066 ●

デイほほえみの里 55-0068 ●

ほほえみの里 55-0069 ●

②

邑楽町社会福祉協議会 中野 1341-1 88-2408 ● ● ●

邑楽町デイサービスセンター 中野 1342 89-1522 ●

③

特別養護老人ホームやまつつじ

中野 218-1

80-9000 ● ●

デイサービスやまつつじ 80-9202 ●

邑楽町在宅介護支援センターやまつつじ 80-9205 ●

④

つむぎの里 居宅介護支援事業所
中野 2204-9 91-8955

●

つむぎの里 デイサービス ● ●

つむぎの里 グループホーム 中野 2204-8 88-7619 ●

⑤

特別養護老人ホーム すずかけ荘
中野 5260-1 91-8151

●

小規模多機能ホーム すずかけ ●

⑥ ㈲大谷薬局 中野 4870-4 88-0162 ●

⑦

訪問看護ステーション かがやき 篠塚 3070-1

70-2266 ●

70-2299 ● ●

デイサービスセンター かがやき 篠塚 3072-1 70-2244 ●

⑧ アイアンドエイチサービス 邑楽 狸塚 1563-1 88-8560 ●

⑨

トータルケアサービス
狸塚 2550-1 70-9515

● ● ●

デイサービス あいの ●

⑩ ㈲十字屋薬局 赤堀 3969 88-2177 ●

⑪

介護老人保健施設ラポール・レイゾン 赤堀 1031 88-8000 ● ● ●

ケアステーション ラポール 赤堀 1982 88-8220 ●

⑫

ヴィラ居宅介護支援事業所

赤堀 8 70-2240

●

グループホーム ヴィラ ●

デイサービス ヴィラ ●

小規模多機能ホーム はるかぜ
赤堀 9 70-2555

●

デイサービス はるかぜ ●

●介護（予防）サービス提供事業所

No.185

レ ポ ー ト
ま ち か ど

住み慣れたまちで生き生きと暮らしたい

街角特派員

◎最終章

家族の介護
小幡（旧姓上武）洋次郎さんと兄夫婦は、98歳になる

母静子さん（馬場大林・25区）を訪問介護サービスな

どを利用しながら自宅で介護しています。そこで、ふ

だん介護しているようすなど、お話を伺ってきました。

98
歳
に
な
る
母
は
、
10
年
以
上
前
か
ら

社
会
福
祉
協
議
会
の
訪
問
介
護
な
ど
を

利
用
し
て
い
ま
す
。
昨
年
５
月
に
転
倒

し
て
背
骨
を
圧
迫
骨
折
。
約
半
月
入
院

し
て
か
ら
寝
た
き
り
に
…
。
耳
が
少
し

遠
く
な
り
ま
し
た
が
、
家
族
の
話
す
こ

と
は
理
解
で
き
ま
す
し
、
し
っ
か
り
し

て
い
る
ん
で
す
よ
。
夜
は
隣
の
部
屋
で

寝
ま
す
が
、
何
か
あ
っ
た
場
合
は
、
手

元
に
あ
る
ブ
ザ
ー
で
知
ら
せ
て
く
れ
ま

す
。
昔
か
ら
あ
ま
り
出
掛
け
る
の
が
苦

手
な
母
は
、
家
が
一
番
居
心
地
い
い
ん

で
す
よ
。
子
ど
も
思
い
の
母
で
し
た
の

で
、
育
て
て
も
ら
っ
た
恩
返
し
に
、
感

謝
の
気
持
ち
で
一
日
一
日
を
共
に
大
切

に
過
ご
し
て
い
き
た
い
で
す
。

◎小幡（旧姓上武）洋次郎さん

足利市在住。１か月のうち約 20

日間を母静子さんと一緒に過ご

す。一日一日を大切に、兄夫婦と

一緒に母の介護をしている。

◎上武静子さん

大正元年８月 20 日生まれ。98 歳。

昔から働き者で、辛抱強く、子ども

思い。相撲、野球などのスポーツ番

組や歌番組が大好き。現在の介護

度は４。週６日、月～土曜日の

１日３回の訪問介護と週１回の

訪問入浴を利用。毎週金曜日の訪

問入浴を楽しみにしている。

取
材
を
終
え
て

ど
ん
な
人
で
も
、
年
を
と
り
、
や
が
て

人
生
を
終
え
る
と
き
が
や
っ
て
き
ま

す
。
決
し
て
遠
い
将
来
で
は
な
い
こ
と

を
、
一
人
ひ
と
り
が
真
剣
に
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

特
派
員
と
し
て
、
い
ろ
い
ろ
取
材
し
て

い
く
中
で
一
生
懸
命
に
介
護
に
関
わ
っ

て
い
る
人
た
ち
や
、
地
域
の
高
齢
者
を

支
え
る
人
た
ち
が
い
る
こ
と
を
知
り
ま

し
た
。
心
強
く
感
じ
た
の
と
同
時
に
、

私
も
何
か
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
お
手

伝
い
し
、
い
ず
れ
お
世
話
に
な
る
時

に
、
お
願
い
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

昔
と
違
っ
て
今
は
、
少
子
高
齢
化
や
核

家
族
化
が
進
ん
で
い
る
中
、
先
の
見
え

な
い
介
護
は
家
族
だ
け
で
は
限
界
が
あ

り
ま
す
。
人
は
一
人
で
は
生
き
て
い
け

ま
せ
ん
。
介
護
を
受
け
る
人
も
、
介
護

す
る
人
も
、
み
ん
な
だ
れ
か
に
支
え
ら

れ
て
生
き
て
い
ま
す
。
み
ん
な
が
互
い

に
支
え
合
う
社
会
の
実
現
に
向
け
、
こ

れ
か
ら
も
介
護
施
設
や
行
政
機
関
を
は

じ
め
、
地
域
な
ど
が
密
接
な
連
携
を
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

住
み
慣
れ
た
ま
ち
で
生
き
生
き
と
暮
ら

し
て
い
く
た
め
に
…
。

街
角
特
派
員

　齋
藤
史
子



　
私
の
住
む
と
な
り
の
市
に
科
学
館
が
あ
り
ま
す
。

テ
レ
ビ
の
中
の
向
井
千
秋
さ
ん
が
、

「
信
じ
て
い
れ
ば
夢
は
か
な
う
」、

「
私
の
仕
事
場
は
宇
宙
で
す
」

と
、
言
う
の
が
か
っ
こ
よ
く
て
、
い
つ
か
は
、
私

も
言
っ
て
み
た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
今
、私
も
同
じ
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。「
私

の
仕
事
場
は
広
い
宇
宙
！
！
」。

　
イ
カ
ロ
ス
は
、
す
ご
か
っ
た
。
金
星
た
ん
さ
く

機
イ
カ
ロ
ス
は
、
高
度
三
百
か
ら
八
百
万
キ
ロ
の

き
道
で
ほ
を
広
げ
、
太
陽
の
光
の
力
で
進
ん
だ
。

一
周
三
十
時
間
か
け
て
金
星
に
ふ
く
強
風
の
ひ
み

つ
を
見
つ
け
た
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
た
く
さ
ん
の

研
究
結
果
を
送
っ
て
き
た
。
宇
宙
の
な
ぞ
が
だ
ん

だ
ん
わ
か
っ
て
き
た
の
は
、
イ
カ
ロ
ス
の
お
か
げ

だ
か
ら
だ
。
そ
れ
が
あ
っ
て
今
、
私
は
宇
宙
の
仕

事
場
に
い
ら
れ
る
の
だ
。

　
私
は
、
小
学
校
四
年
生
の
時
『
水
』
の
勉
強
を

し
た
。
も
ち
ろ
ん
地
球
の
水
の
こ
と
だ
。
空
が
大

好
き
な
私
は
宇
宙
の
水
に
つ
い
て
も
調
べ
た
。
水

は
小
さ
く
な
ら
な
い
の
で
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

運
ぶ
の
が
大
変
な
こ
と
。
五
百
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル

の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
内
で
は

三
十
万
円
ぐ
ら
い
す
る
こ
と
。

　
水
は
私
が
思
っ
て
い
る
よ
り
は
る
か
に
大
切
な

も
の
と
い
う
こ
と
が
よ
く
わ
か
っ
た
。
国
語
辞
典

で
『
水
』
を
ひ
い
て
み
る
と
、『
水
素
と
さ
ん
素
か

ら
で
き
た
、
色
、
に
お
い
、
味
の
な
い
液
体
。
ふ

つ
う
は
冷
た
い
も
の
を
指
す
』
と
書
い
て
あ
っ
た
。

そ
れ
か
ら
、『
水
素
』『
さ
ん
素
』
も
調
べ
た
。

　
こ
の
時
か
ら
、
宇
宙
で
や
っ
て
み
た
い
こ
と
が
、

次
か
ら
次
に
う
か
ん
で
き
て
、
ワ
ク
ワ
ク
し
て
き

た
。

　
ま
ず
初
め
に
、
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
よ
り
百
キ

ロ
は
な
れ
た
所
に
森
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
作
っ
た
。

大
き
な
ド
ー
ム
が
た
の
も
の
だ
。
木
を
植
え
て
も

無
重
力
で
木
が
さ
か
さ
ま
に
な
っ
た
り
、
横
に
な
っ

た
り
、
う
か
ん
で
ば
か
り
だ
っ
た
。
そ
れ
で
も
Ｃ

Ｏ
２

（
二
さ
ん
か
た
ん
素
）
を
地
球
か
ら
送
っ
て
も

ら
う
の
に
太
い
パ
イ
プ
を
つ
な
ぐ
と
、
そ
れ
ま
で

バ
ラ
バ
ラ
だ
っ
た
木
が
、
地
球
の
方
に
根
っ
こ
を

向
け
て
な
ら
ん
だ
。
ま
る
で
朝
礼
し
た
と
き
み
た

い
に
、
き
ち
ん
と
整
列
し
て
い
る
。
ま
法
を
使
っ

た
み
た
い
で
お
も
し
ろ
か
っ
た
。

　
次
に
水
タ
ン
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
作
っ
た
。
宇

宙
に
は
、
水
の
も
と
で
あ
る
水
素
が
一
番
多
い
そ

ん
ざ
い
だ
。
宇
宙
か
ら
水
素
を
す
い
こ
み
、
森
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
さ
ん
素
を
送
っ
て
も
ら
い
、
水

を
作
る
こ
と
が
で
き
た
。
き
れ
い
に
す
き
通
っ
た

水
は
、
じ
わ
じ
わ
っ
と
し
た
か
と
思
う
と
、
じ
わ

じ
わ
し
た
所
か
ら
、『
ポ
ン
』
と
は
な
れ
て
、
次
か

ら
次
に
で
て
き
た
。
水
玉
は
、
ま
ん
ま
る
で
、
し
ゃ

ぼ
ん
玉
が
、
い
く
つ
も
う
か
ん
で
い
る
み
た
い
に

見
え
て
き
れ
い
だ
。
二
つ
の
玉
が
く
っ
つ
い
て
一

つ
の
玉
に
な
り
大
き
さ
は
、
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
。

「
大
成
功
だ
」

と
、
よ
ろ
こ
ん
で
い
る
と
、
だ
れ
か
わ
か
ら
な
い

者
が
、
ま
ど
か
ら
の
ぞ
き
こ
ん
で
い
た
。
私
に
は
、

す
ぐ
に
わ
か
っ
た
。

「
宇
宙
人
だ
！
！
」

う
れ
し
く
て
、
す
ぐ
に
ド
ア
を
開
け
て
ま
ど
か
ら

「
お
い
で
、
お
い
で
、
ど
う
ぞ
、
ど
う
ぞ
中
に
入
っ

て
下
さ
い
」

と
い
う
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
し
た
。
そ
う
～
と
、
ゆ
っ

く
り
と
中
に
入
っ
て
き
た
。
う
れ
し
く
て
、
そ
ば

に
行
く
と
、
い
き
お
い
が
止
ま
ら
ず
『
ポ
ン
』
と
、

ぶ
つ
か
っ
て
し
ま
っ
た
。
い
た
く
な
か
っ
た
。
す

ぐ
に

「
ご
め
ん
な
さ
い
」

と
、
あ
や
ま
っ
た
。
顔
を
あ
げ
て
み
る
と
、
人
と

同
じ
よ
う
な
形
で
は
な
か
っ
た
が
、
宇
宙
人
の
顔

が
笑
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
。
よ
か
っ
た
。
お

こ
っ
て
は
い
な
い
み
た
い
だ
。
ほ
っ
と
し
て
、

「
友
達
に
な
り
た
い
」

そ
う
思
っ
て
、
あ
く
手
を
し
よ
う
と
、
手
を
出
し

て
み
た
。
ド
キ
ド
キ
し
た
。
少
し
た
っ
て
、
手
だ

か
、
足
だ
か
、
し
ょ
っ
角
だ
か
わ
か
ら
な
い
手
？
が
、

の
び
て
き
て
、
私
の
手
と
あ
く
手
し
た
。
あ
っ
た

か
く
も
、冷
た
く
も
な
か
っ
た
。
さ
わ
っ
た
感
じ
は
、

風
せ
ん
に
水
を
い
れ
た
と
き
み
た
い
に
、
と
て
も

気
持
ち
よ
か
っ
た
。
ふ
っ
と
手
を
見
る
と
、
宇
宙

人
の
あ
く
手
し
た
所
だ
け
色
が
変
わ
っ
て
い
た
。

い
ま
ま
で
見
た
こ
と
も
な
い
よ
う
な
、
キ
ラ
キ
ラ

と
か
が
や
い
て
い
た
。
ふ
し
ぎ
な
こ
と
に
、
手
を

は
な
す
と
、も
と
の
色
に
な
っ
て
い
た
。
ど
う
や
ら
、

だ
れ
か
に
さ
わ
っ
た
り
す
る
と
、
そ
こ
の
色
が
変

わ
る
み
た
い
だ
。

　
宇
宙
人
と
は
、
友
達
に
な
り
、
ふ
し
ぎ
な
こ
と

も
た
く
さ
ん
あ
っ
た
が
、
い
ろ
い
ろ
教
え
て
も
ら
っ

た
。

　
今
で
は
、
水
タ
ン
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
水
を
『
き

ぼ
う
』
や
地
球
に
送
っ
た
り
し
て
い
る
。
森
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
は
、
二
つ
に
ふ
え
た
。
私
は
、
友
達
に
な
っ

た
宇
宙
人
に
、
宇
宙
語
、
星
語
を
教
え
て
も
ら
っ

て
通
や
く
み
た
い
な
仕
事
を
し
て
い
る
。

　
最
近
で
は
、
初
め
て
会
う
宇
宙
人
に
、

「
私
の
出
身
星
は
、
あ
そ
こ
で
、
青
く
か
が
や
い
て

い
る
星
、
地
球
で
す
」

と
、
む
ね
を
は
っ
て
言
っ
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
宇
宙
語
で
。

※
表
記
な
ど
は
原
文
の
ま
ま
掲
載
し
て
い
ま
す
。

前
原
望み

さ

と里
さ
ん
（
中
野
小
学
校
４
年
生
）

　中
野
小
学
校
４
年
生
の
前
原
望
里
さ
ん
が
、
第

18
回
「
宇
宙
の
日
」
記
念
全
国
小
・
中
学
生
作
文

絵
画
コ
ン
テ
ス
ト
（
文
部
科
学
省
な
ど
が
主
催
）

の
小
学
生
作
文
の
部
で

日
本
宇
宙
少
年
団
理
事

長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
前
原
さ
ん
は
、
昨
年
も

絵
画
の
部
で
同
じ
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　「
宇
宙
の
日
」
は
、
宇
宙
飛
行
士
の
毛
利
衛
さ

ん
が
日
本
人
で
初
め
て
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
「
エ

ン
デ
バ
ー
」
で
宇
宙
に
飛
び
立
っ
た
平
成
４
年
９

月
12
日
を
記
念
し
て
創
設
。
今
年
の
テ
ー
マ
は
、

「
宇
宙
を
利
用
し
た
未
来
の
○
○
」
で
、
全
国
80

か
所
の
科
学
館
な
ど
で
約
１
万
８
、
０
０
０
点
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
作
文
と
絵
画
で
小
学
生
の

部
、
中
学
生
の
部
の
最
優
秀
作
品
が
全
国
審
査
に

進
み
、
選
考
の
結
果
、
計
29
点
が
入
選
し
ま
し
た
。

　前
原
さ
ん
の
作
文
は
、
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で

酸
素
や
水
素
か
ら
水
を
作
り
出
し
た
り
、
宇
宙
で

木
を
育
て
た
り
し
て
い
る
未
来
の
自
分
の
姿
を
想

像
し
て
書
か
れ
た
内
容
で
、
宇
宙
へ
の
期
待
感
が

表
れ
て
い
る
点
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　昨
年
に
続
く
受
賞
に
前
原
さ
ん
は
、「
自
分
で

も
び
っ
く
り
。
作
文
は
、
未
来
の
自
分
の
姿
を
想

像
し
て
書
き
ま
し
た
。
宇
宙
飛
行
士
に
な
る
の
が

夢
な
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
大
好
き
な
宇
宙
に
つ
い

て
考
え
て
み
た
い
で
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
宇
宙
の
日
」
記
念
全
国
小
・
中
学
生
作
文
絵
画
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞

日本宇宙少年団理事長賞受賞作品

宇宙を利用した未来の私！

MAEHARA　MISATO

2010 ＊ DEC
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将来の選択基準となる貴重な経験

みんなの可能性、無限大。

ものづくりが大好きなので、大工の仕事を体験できる職場を

希望しました。祖父と父が大工の仕事をしているので、小さ

いころから後ろ姿を見てきました。ですから、大工の仕事を

体験できたので本当によかったと思います。また、仕事の大

変さを知ることができ勉強になりました。将来の進路は決め

ていませんが、ものづくりのできる仕事に就きたいです。

幼稚園が職場体験学習の第一希望でした。子どもたちの元気

いっぱいの笑顔を見ると、みんなかわいくてやっぱり幼稚園

で職場体験できてよかったです。私が黒板にウサギの絵を描

いてあげたら、みんな喜んでくれたことが一番印象に残りま

した。今回の職場体験を通して、中野幼稚園で子どもたちと

ふれ合うことができたのでとてもいい経験になりました。

黒田建築

邑楽中学校２年

舟木達也さん

邑楽中学校２年

飯塚達郎さん

東武鉄道㈱館林駅

小さいころから電車が大好きで、よく乗っていました。今回

の職場体験では、車掌に出発のときの安全確認の合図を出

したり、ドアを閉めるタイミングの合図を出したりしてとて

もいい経験になりました。車掌や駅で仕事をするのが夢なの

で、この職場体験を通してますます興味がわきました。やっ

ぱり将来は、地元の東武鉄道で働きたいと思っています。

兄が消防署の職場体験をして話を聞いていたので、希望しま

した。消防署では、消防車両や資機材の使い方、救命講習、

救助訓練などを教わりました。中でも筋トレや敬礼は、大変

でしたね。また、実際に水を出して放水をさせてもらったの

ですが、圧力がすごくて重たかったです。まだ、将来のこと

はわかりませんが今回の職場体験はいい参考になりました。

町立図書館をよく利用しています。図書館の裏側が知りたく

て希望しました。ふだん見ているのとは違い、実際自分が図

書館の仕事をしてみるととても大変でした。貸し出した本を

元の棚に戻すとき、一度にたくさんの本を運ばなくてはなら

ないので一苦労しました。将来の職業はまだ決めていません

が、今回の職場体験学習はいい経験になったと思います。

郵便局を選んだ理由は、楽しそうな仕事の印象があったから

です。実際に仕事を体験してみると、お客様に明るく元気に

あいさつして、常に丁寧な接客をしなければいけないところ

が大変な仕事だと思いました。局長さんをはじめ職員の皆さ

んが、優しく仕事を教えてくれたので、本当に感謝していま

す。今回の職場体験は自分にとっていい経験になりました。

中野郵便局

邑楽中学校２年

岩﨑有紗さん

中野幼稚園

邑楽中学校２年

廣田　茜さん

町立図書館

邑楽中学校２年

松本祐美さん

邑楽消防署

邑楽中学校２年

栗原大
た く ま

阿さん

知った。
学んだ。
体験した。

邑楽中学校職場体験学習

10月 21日～ 22日、町内外の48事業所で邑楽中学校

２年生171人が職場体験学習を行いました。職場体験

学習は、働くことの意義や目的の理解を深め、新たな

自分を発見できる場であるとともに、「学び」を支え「生

き方」を主体的に考える機会でもあります。今回、６

か所の事業所で職場体験をしている生徒たちにインタ

ビューをしましたので、そのレポートをお届けします。

Interview

邑楽中学校　中山隆二校長

も
の
づ
く
り
が
し
た
く
て

社会人・職業人としての基礎を学んでほしい
本校では、総合的な学習の一環として職場体験学習に

取り組んでいます。学校を離れ、事業所の皆様のご支

援やご指導を受けながら、大人たちの中で学んだ２日

間。社会人・職業人としての在り方や生き方を学び、

自分の将来を考える貴重な体験をさせていただきまし

た。また、大人たちとのコミュニケーションの中から、

人間関係の大切さも学んできたと思います。体験を終

え、学校に戻ってきた生徒たちからは、確実な成長の

ようすを見ることができました。

今後、生徒たちは、現実的な課題に直面し、

生き方や進路を自らの意志と責任で選択しな

ければならない時が来るでしょう。そのと

き、この２日間の体験を生かし、無限の

可能性の中から自らの志すべき道を見

つけてほしいと思います。最後に、

お忙しい中にもかかわらず、生

徒の将来を思い、職場体験学習

を受け入れていただきました事業

所の皆様に心より感謝申し上げま

す。ありがとうございました。

お
客
さ
ん
に
丁
寧
な
接
客
を

子
ど
も
の
笑
顔
が
大
好
き

図
書
館
の
こ
と
が
知
り
た
く
て

駅
で
仕
事
が
し
た
く
て

ま
ち
の
安
全
の
た
め
に

ようすを見ることができました。

今後、生徒たちは、現実的な課題に直面し、

生き方や進路を自らの意志と責任で選択しな

ければならない時が来るでしょう。そのと

き、この２日間の体験を生かし、無限の

可能性の中から自らの志すべき道を見

つけてほしいと思います。最後に、

を受け入れていただきました事業

所の皆様に心より感謝申し上げま
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公共施設や皆さんの生活に直結するさまざまな制度、イベントなどを紹介するコーナーです。
まだ形になっていない現在進行形の計画なども、なるべくご紹介していきます。

　

原
口
光
明
さ
ん
（
西
ノ
根
宮
内
中
島
・
24

区
）
が
、
全
国
社
会
教
育
委
員
連
合
会
長
表

彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。
原
口
さ
ん
は
、
平
成

10
年
か
ら
町
社
会
教
育
委
員
と
し
て
、
地
域

の
社
会
教
育
に
尽
力
。
現
在
、
町
社
会
教
育

委
員
会
議
議
長
、
県
社
会
教
育
委
員
連
絡
協

議
会
副
会
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

原
口
さ
ん
は
、「
こ
の
よ
う
な
表
彰
を
い

た
だ
き
大
変
光
栄
に
思
い
ま
す
。
長
年
、
社

会
教
育
委
員
と
し
て
活
動
で
き
た
の
も
、
多

く
の
皆
さ
ん
の
協
力
や
支
援
が
あ
っ
た
か

ら
こ
そ
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
や
学
校
、

家
庭
な
ど
幅
広
い
関
係
者
の
皆
さ
ん
と
連

携
を
深
め
な
が
ら
、
社
会
教
育
の
推
進
に
努

め
て
い
き
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

表彰

地
域
の
社
会
教
育
の
た
め
に
尽
力

原
口
さ
ん
が
全
国
社
会
教
育
委
員
連
合
会
長
表
彰
を
受
賞

●

●
●
●
●
●表彰を受けた原口さん

　

町
で
は
、
多
々
良
沼
に
飛
来
し
て
い
る
白

鳥
を
描
い
た
作
品
を
募
集
し
ま
す
。
入
賞
し

た
作
品
は
、
シ
ン
ボ
ル
タ
ワ
ー
ロ
ビ
ー
や
ガ

バ
沼
特
設
掲
示
板
に
展
示
す
る
予
定
で
す
。

皆
さ
ん
の
作
品
を
待
っ
て
い
ま
す
。
奮
っ
て

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▼
対
象　

町
内
在
住
の
小
・
中
学
生

▼
募
集
内
容　

多
々
良
沼
に
飛
来
し
て
い

る
白
鳥
を
描
い
た
絵
画

※
画
用
紙
（
縦
38
㎝
×
横
54
㎝
以
内
）
に
ク

レ
ヨ
ン
や
絵
の
具
な
ど
で
描
い
て
く
だ
さ

い
。

※
作
品
の
裏
面
に
、
学
校
名
・
学
年
・

組
・
名
前
を
書
い
て
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
表
彰

　

優
秀
賞　

作
品
を
写
真
撮
影
し
て
額
に
入

れ
記
念
品
と
し
て
進
呈

参
加
賞　

応
募
者
全
員

※
入
賞
作
品
は
、
シ
ン
ボ
ル
タ
ワ
ー
ロ
ビ
ー

や
ガ
バ
沼
特
設
掲
示
板
に
展
示
し
ま
す
。

▼
申
込
方
法　

各
小
・
中
学
校
、
ま
た
は
役

場
産
業
振
興
課
に
直
接
提
出
す
る

▼
申
込
締
切　

１
月
14
日
㊎
（
必
着
）

▼
申
込
・
問
合
先　

役
場
産
業
振
興
課
Ｇ

47

−

５
０
２
６

募集

小
・
中
学
生
の
皆
さ
ん
の
応
募
を
待
っ
て
い
ま
す

多
々
良
沼
白
鳥
絵
画
作
品
を
募
集

●

●
●
●
●
●

　

シ
ン
ボ
ル
タ
ワ
ー
「
未
来
Ｍ
ｉ
Ｒ
Ａ
ｉ
」

で
は
、
元
旦
の
日
に
臨
時
開
館
し
ま
す
。
初

日
の
出
を
タ
ワ
ー
か
ら
見
ま
せ
ん
か
。
ぜ

ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▼
期
日　

平
成
23
年
１
月
１
日
㊏

▼
時
間　

午
前
６
時
〜
正
午

▼
入
場
料　

１
０
０
円

※
就
学
前
の
子
ど
も
は
無
料
で
す
。

▼
問
合
先　

シ
ン
ボ
ル
タ
ワ
ー
Ｇ
88

−

８
６
８
６
、
役
場
産
業
振
興
課
Ｇ
47

−

５
０
２
６

※
展
望
室
の
入
場
数
に
は
、
限
り
が
あ
り
ま

す
。
危
険
防
止
の
た
め
、
入
場
制
限
を
行
う

場
合
が
あ
り
ま
す
。

施設

タ
ワ
ー
か
ら
初
日
の
出
を
見
よ
う
！

シ
ン
ボ
ル
タ
ワ
ー
の
臨
時
開
館

●

●
●
●
●
●

　
年
末
年
始
の
各
公
共
施
設
の
休
館
日
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
社
会
教
育
施
設
の
休
館
日
に
つ
い
て
は
、

30
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

シ
ン
ボ
ル
タ
ワ
ー

▼
休
館
日
　
12
月
27
日
㊊
〜
平
成
23
年
１

月
４
日
㊋

※
平
成
23
年
１
月
１
日
㊏
は
、
臨
時
開
館
し

ま
す
。

▼
問
合
先
　
シ
ン
ボ
ル
タ
ワ
ー
Ｇ

88

−

８
６
８
６
、
役
場
産
業
振
興
課
Ｇ
47

−

５
０
２
６

福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
休
館
日
　
12
月
29
日
㊌
〜
平
成
23
年
１

月
３
日
㊊

▼
問
合
先
　
福
祉
セ
ン
タ
ー

Ｇ

88

−

６
５
８
８
、
役
場
福
祉
課
Ｇ
47

−

５
０
２
３

あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー

左
の
表
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先
　
あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー
Ｇ
89

−

１
４
５
６
、
役
場
産
業
振
興
課
Ｇ
47

−

５
０
２
７

施設

休
館
日
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

年
末
年
始
の
公
共
施
設
の
休
館
日

●

●
●
●
●
●

あいあいセンターの営業日

　

町
で
は
、臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

税
務
課
臨
時
職
員

▼
募
集
職
種　

税
務
課
事
務
補
助

▼
募
集
人
数　

１
人

▼
雇
用
期
間　

平
成
23
年
１
月
20
日
〜
３
月
31
日

▼
勤
務
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
土
・
日
曜
日
、祝
日
は
除
き
ま
す
。

▼
選
考
方
法　

書
類
審
査
、面
接
な
ど

▼
提
出
書
類　

履
歴
書（
市
販
の
も
の
）

▼
受
付
期
間　

12
月
24
日
㊎
ま
で

※
土
・
日
曜
日
、祝
日
は
除
き
ま
す
。

▼
受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分

一
般
事
務
補
助
な
ど
の
臨
時
職
員

▼
募
集
職
種　

一
般
事
務
補
助
、
幼
稚
園
教

諭
、
保
育
士
、
保
育
園
調
理
員
、
児
童
館
厚

生
員
、
図
書
館
員
、
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
員
、

学
校
用
務
員
、
学
校
図
書
、
学
校
指
導
助
手
、

支
援
員
、
社
会
教
育
指
導
員
な
ど

※
職
種
に
よ
っ
て
は
、
免
許
・
資
格
な
ど
が

必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
募
集
人
数　

各
職
種
と
も
若
干
名

▼
雇
用
期
間　

平
成
23
年
４
月
１
日
か
ら

６
か
月
間

※
６
か
月
延
長
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
選
考
方
法　

書
類
審
査
、
面
接
な
ど

▼
提
出
書
類　

履
歴
書
（
市
販
の
も
の
）

▼
受
付
期
間　

12
月
20
日
㊊
〜
27
日
㊊

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
き
ま
す
。

▼
受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分

▼
申
込
・
問
合
先　

役
場
総
務
課
Ｇ
47

−

５
０
０
１

募集

ま
ち
づ
く
り
に
あ
な
た
の
力
を
い
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

臨
時
職
員
募
集
の
お
知
ら
せ

●

●
●
●
●
●

　

館
林
税
務
署
で
は
、
臨
時
職
員
を
募
集
し

ま
す
。

▼
募
集
人
数　

60
人
程
度

▼
勤
務
内
容　

受
付
、
パ
ソ
コ
ン
入
力
作

業
、
書
類
整
理
な
ど

▼
勤
務
場
所　

館
林
税
務
署
、
ま
た
は
イ
オ

ン
モ
ー
ル
太
田
（
太
田
市
）

▼
勤
務
日　

平
成
23
年
１
月
下
旬
〜
３
月

中
旬
ま
た
は
、
下
旬
の
月
〜
金
曜
日

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
き
ま
す
。

▼
勤
務
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
の

間
の
昼
休
み
を
除
く
５
時
間
30
分

▼
申
込
・
問
合
先　

館
林
税
務
署
総
務
課

Ｇ
72

−

９
５
０
０

募集

勤
務
は
館
林
税
務
署
や
イ
オ
ン
モ
ー
ル
太
田
店

館
林
税
務
署
臨
時
職
員
募
集

●

●
●
●
●
●

　

全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
な
ど
で
は
、

中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
を
募
集

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
租
税
教
育
の
推
進
と

税
に
対
す
る
正
し
い
理
解
や
関
心
を
持
っ

て
も
ら
う
た
め
に
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の

で
す
。
今
年
度
は
、
町
内
の
中
学
生
の
皆
さ

ん
か
ら
３
９
１
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

厳
正
な
審
査
を
行
い
、
町
内
か
ら
７
点
の

作
品
が
入
選
し
ま
し
た
。
入
選
者
は
次
の
と

お
り
で
す
。

群
馬
県
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞  

優
秀

渡
邊
晴
香
（
邑
楽
南
中
学
校
）

群
馬
県
館
林
行
政
県
税
事
務
所
長
賞

長
谷
川
竣
哉
（
邑
楽
中
学
校
）

邑
楽
町
長
賞

栗
林
香
純
（
邑
楽
中
学
校
）

館
林
税
務
署
管
内
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞

國
井
菜
摘
（
邑
楽
中
学
校
）

館
林
邑
楽
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞

草
田
瑞
穂
（
邑
楽
中
学
校
）

田
口
絵
梨
（
邑
楽
中
学
校
）

吉
田
奈
緒
（
邑
楽
中
学
校
）

小
・
中
学
校
で
租
税
教
室
を
開
催

　

館
林
税
務
署
な
ど
で
は
、
税
金
の
意
義
や

役
割
な
ど
を
正
し
く
理
解
し
て
も
ら
う
た

め
、
小
・
中
学
生
を
対
象
に
租
税
教
室
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
税
務
署
や
町
税
務
課
職

員
、
税
理
士
な
ど
が
、
税
金
に
つ
い
て
分
か

り
や
す
く
解
説
。
今
年
度
は
、
10
月
22
日
か

ら
11
月
26
日
の
間
に
町
内
の
小
学
６
年
生

と
中
学
３
年
生
を
対
象
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
29
日
、
高
島
小
学
校
の
租
税
教
室
に

参
加
し
た
冨
田
裕
也
さ
ん
（
石
打
・
20
区
）

は
、「
租
税
教
室
で
税
金
の
こ
と
を
と
て
も

分
か
り
や
す
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
税
金
は

大
切
な
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
た
く

さ
ん
の
種
類
の
税
金
が
あ
る
こ
と
に
も
驚

き
ま
し
た
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

▼

問

合

先　

館
林
税
務
署
Ｇ

72

−

４
３
７
３

税金

小
・
中
学
生
を
対
象
に
租
税
教
室
を
開
催

中
学
生
の
税
に
つ
い
て
の
作
文
で
７
点
入
選

●

●
●
●
●
●

高
島
小
学
校
で
行
わ
れ
た
租
税
教
室
で
は
、
町

税
務
課
職
員
が
税
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
説

明
し
ま
し
た
。

期日 時間 内容

12月25日 ９時～15時 通常営業

12月26日 ９時～15時 通常営業

12月29日 10時30分～16時 通常営業

12月30日 ９時～15時 農産物の販売

1月01日 休業

1月02日 休業

1月05日 休業

1月08日 ９時～15時
初売り、

購入者特典有り
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町
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成
23

年
度
の
学
校
給
食
用
物
資
の
納
入
参
加
資

格
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。
希
望
す
る
人

は
、
忘
れ
ず
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間

平
成
23
年
１
月
17
日
㊊
〜
28
日
㊎

▼
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
土
・
日
曜
日
を
除
き
ま
す
。 

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

①
所
定
の
申
請
書

②
営
業
許
可
書
の
写
し
（
食
品
衛
生
法
第
21

条
に
該
当
す
る
者
）

③
納
税
証
明
書
（
写
し
で
も
可
）

④
食
品
衛
生
監
視
票
写
し
（
最
新
の
も
の
）

⑤
検
便
検
査
（
Ｏ

−

１
５
７
な
ど
）
の
結

果
成
績
表
（
最
新
の
も
の
、
写
し
で
も
可
）

⑥
そ
の
他
（
提
出
指
示
を
受
け
た
書
類
）

※
所
定
の
申
請
書
は
、
平
成
23
年
１
月
11
日

㊋
か
ら
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
配
布
し
ま
す
。 

※
申
請
に
は
町
へ
の
入
札
参
加
資
格
申
請

か
、
小
規
模
契
約
登
録
が
必
要
で
す
。 

▼
申
請
・
問
合
先　

町
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
（
新
中
野
１
３
０

−

18
）
Ｇ
88

−

０
６
７
８

町
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
新
築
工
事
開
始

　

町
で
は
、
町
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
新

築
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。
場
所
は
、
鶉

農
村
広
場
南
側
で
、
延
べ
床
面
積
は
約
２
、

０
０
０
㎡
。
衛
生
面
な
ど
安
全
に
配
慮
し
た

設
備
を
完
備
し
て
い
ま
す
。
平
成
23
年
８
月

末
の
２
学
期
か
ら
１
日
３
、０
０
０
食
を
配

食
す
る
予
定
で
す
。

申請

平
成
23
年
度
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

学
校
給
食
用
物
資
の
納
入
参
加
申
請

●

●
●
●
●
●

　

12
月
31
日
を
基
準
日
と
し
て
、
製
造
業
を

営
む
事
業
所
を
対
象
に
「
工
業
統
計
調
査
」

が
全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。
県
知
事
か

ら
委
嘱
さ
れ
た
調
査
員
が
皆
さ
ん
の
事
業
所

を
訪
問
し
て
、
調
査
票
の
配
布
・
回
収
を
し

ま
す
。
正
確
な
ご
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

調
査
内
容
の
秘
密
は
、
統
計
法
に
基
づ
き

固
く
守
ら
れ
ま
す
。
調
査
結
果
は
、
行
政
施

策
の
基
礎
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
る
ほ
か
、

企
業
や
学
校
な
ど
で
の
研
究
資
料
や
教
材

に
利
用
さ
れ
ま
す
。
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼
調
査
内
容　

従
業
者
数
・
原
材
料
費
・
製

造
品
出
荷
額
な
ど

▼

問

合

先　

役
場
企
画
課
Ｇ

47

−

５
０
１
０

お知らせ

製
造
業
を
営
む
事
業
所
を
対
象
に
行
わ
れ
ま
す

工
業
に
関
す
る
統
計
調
査

●

●
●
●
●
●

　

館
林
厚
生
病
院
で
は
、
健
康
講
座
を
開
催

し
ま
す
。
参
加
費
は
無
料
で
す
。

▼
期
日　

12
月
16
日
㊍

▼
時
間　

午
後
４
時
〜

▼
会
場　

館
林
厚
生
病
院

▼
講
師　

赤
坂
佳
紀
先
生
（
館
林
厚
生
病
院

理
学
療
法
士
）

▼
テ
ー
マ　

脳
卒
中
に
対
す
る
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

▼
申
込
方
法　

直
接
会
場
に
来
場
す
る

▼
問
合
先　

館
林
厚
生
病
院
Ｇ
72
−

３
１
４
０

健康

テ
ー
マ
は
、
脳
卒
中
に
対
す
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

館
林
厚
生
病
院
の
健
康
講
座

●

●
●
●
●
●

　

裁
判
員
制
度
は
、
平
成
21
年
５
月
21
日
か

ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
今
回
、
裁
判
員
候
補

者
名
簿
記
載
通
知
な
ど
を
発
送
し
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
裁
判
員
候
補
者
名
簿
が
で
き
る
ま
で

　

裁
判
員
候
補
者
名
簿
は
、
市
区
町
村
の
選

挙
管
理
委
員
会
が
選
挙
人
名
簿
か
ら
く
じ

で
無
作
為
抽
出
し
た
名
簿
を
基
に
、
全
国
の

地
方
裁
判
所
で
作
成
さ
れ
ま
す
。

　

裁
判
員
候
補
者
名
簿
に
登
録
さ
れ
る
人

数
は
、
裁
判
員
裁
判
対
象
事
件
の
数
な
ど
に

よ
っ
て
毎
年
変
動
し
ま
す
が
、
平
成
23
年
分

の
名
簿
に
登
録
さ
れ
る
人
数
は
、
全
国
で
約

31
万
６
、０
０
０
人
（
有
権
者
全
体
に
占
め

る
割
合
は
約
３
３
０
人
に
1
人
）
で
す
。

▼
裁
判
員
候
補
者
名
簿
記
載
通
知

　

裁
判
員
候
補
者
名
簿
に
登
録
さ
れ
た
人

に
は
、
名
簿
に
登
録
さ
れ
た
こ
と
の
通
知
を

お
送
り
し
ま
し
た
。
こ
の
通
知
は
、
平
成
23

年
２
月
か
ら
平
成
24
年
2
月
ま
で
の
間
に

裁
判
所
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
裁
判
員
に
選

ば
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
事
前
に
お

伝
え
し
、
あ
ら
か
じ
め
心
づ
も
り
を
し
て
い

た
だ
く
た
め
の
も
の
で
す
。

　

同
封
の
調
査
票
は
、
裁
判
員
候
補
者
の
事

情
を
把
握
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
回
答
内

容
に
よ
り
、
辞
退
が
認
め
ら
れ
る
場
合
な
ど

に
は
裁
判
所
に
来
所
し
て
い
た
だ
く
こ
と

の
な
い
よ
う
に
し
て
負
担
を
軽
減
し
ま
す
。

　

調
査
表
で
辞
退
を
申
し
出
な
か
っ
た
場

合
で
も
、
裁
判
員
候
補
者
に
選
ば
れ
た
と
き

に
お
送
り
す
る
質
問
票
で
辞
退
を
申
し
出

て
い
た
だ
く
こ
と
も
、
裁
判
当
日
に
辞
退
を

申
し
出
て
い
た
だ
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。

▼
問
合
先　

前
橋
地
方
裁
判
所
Ｇ
０
２
７

−

２
３
１

−

４
２
７
５

お知らせ

該
当
す
る
人
に
は
11
月
に
発
送
し
ま
し
た

裁
判
員
候
補
者
名
簿
記
載
通
知

●

●
●
●
●
●

　

町
で
は
、
乳
幼
児
を
交
通
事
故
か
ら
守

る
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用
促
進
を
目

指
し
購
入
費
補
助
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用
義
務
化
か
ら

10
年
が
過
ぎ
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
着
用
が

広
く
周
知
さ
れ
普
及
し
て
き
ま
し
た
の
で
、

平
成
23
年
3
月
31
日
で
、
補
助
金
が
廃
止
さ

れ
ま
す
。
平
成
23
年
４
月
１
日
以
降
の
申
請

は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
期
限　

平
成
23
年
3
月
31
日
㊍

※
出
生
前
の
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
購
入
日
か
ら
1
年
が
経
過
し
て
し
ま
っ

た
も
の
は
申
請
で
き
ま
せ
ん
。

▼
問
合
先　

役
場
生
活
環
境
課
Ｇ

47

−

５
０
１
８

申請

申
請
期
限
は
、
平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
購
入
費
補
助
金
の
廃
止

●

●
●
●
●
●

　

町
で
は
、
身
近
な
問
題
を
取
り
上
げ
た
消

費
生
活
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
多
重
債
務
や

架
空
請
求
、
物
品
購
入
で
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

で
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
、
ま
た
、
ど
う
気

を
つ
け
た
ら
よ
い
か
な
ど
を
学
び
ま
す
。

▼
期
日
・
会
場

①
12
月
15
日
㊌
・
邑
楽
町
公
民
館

②
12
月
16
日
㊍
・
ヤ
ン
グ
プ
ラ
ザ

③
12
月
17
日
㊎
・
長
柄
公
民
館

④
12
月
18
日
㊏
・
邑
楽
町
役
場

※
各
回
と
も
同
じ
内
容
で
す
。

▼
時
間

　午
前
10
時
30
分
〜
正
午

▼
講
師　

町
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
相
談
員

▼
申
込
方
法　

直
接
会
場
に
来
場
す
る

▼
問
合
先　

町
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
Ｇ
47

−

５
０
４
７

教養

悪
質
商
法
な
ど
の
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

消
費
生
活
講
座
の
お
知
ら
せ

●

●
●
●
●
●

　

館
林
保
健
福
祉
事
務
所
で
は
、こ
こ
ろ
の

病
気
で
悩
ん
で
い
る
人
や
そ
の
家
族
を
対

象
に
精
神
保
健
福
祉
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

▼
期
日　

12
月
22
日
㊌
、平
成
23
年
１
月
５

日
㊌

▼
時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

※
予
約
制
で
す
。

▼
会
場　

館
林
保
健
福
祉
事
務
所

▼
対
象　

こ
こ
ろ
の
病
気
で
悩
ん
で
い
る

人
や
そ
の
家
族

▼
内
容　

精
神
科
医
に
よ
る
相
談

▼
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先　

館
林
保
健
福
祉
事
務
所

Ｇ
72

−

３
２
３
０

相談

一
人
で
悩
ま
ず
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

館
林
保
健
福
祉
事
務
所
の
精
神
保
健
福
祉
相
談

●

●
●
●
●
●

　

麻
し
ん
（
は
し
か
）
は
、
小
児
期
に
感
染

す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
最
近

で
は
10
代
、
20
代
の
感
染
が
多
く
み
ら
れ
ま

す
。
大
学
を
含
め
て
学
校
閉
鎖
が
相
次
ぐ
な

ど
、
社
会
的
に
も
問
題
と
な
り
ま
し
た
。

　

麻
し
ん
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
を
一
度
接
種

し
て
も
、
一
定
期
間
を
過
ぎ
る
と
免
疫
力
が

低
下
し
、
麻
し
ん
風
し
ん
に
か
か
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
対
象
者
に
は
、
４
月
に
予
診

票
を
郵
送
し
ま
し
た
が
、
ま
だ
接
種
が
済
ん

で
い
な
い
人
は
早
め
に
受
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
１
期　

生
後
12
か
月

〜
24
か
月
未
満

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
２
期　

来
年
小
学
校

入
学
の
幼
児
（
平
成
16
年
４
月
２
日
〜
平
成

17
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
３
期　

中
学
１
年
生

に
相
当
す
る
年
齢
（
平
成
９
年
４
月
２
日
〜

平
成
10
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
４
期　

高
校
３
年
生

に
相
当
す
る
年
齢
（
平
成
４
年
４
月
２
日
〜

平
成
５
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

▼
接
種
期
間
（
２
・
３
・
４
期
の
人
）　

平
成

23
年
３
月
31
日
ま
で

▼
実
施
医
療
機
関　

館
林
市
邑
楽
郡
医
師

会
、
太
田
市
医
師
会
、
足
利
市
医
師
会
の
個

別
接
種
承
諾
医
療

機
関

▼
接
種
費
用　

無
料

▼
問
合
先　

保
健
セ
ン
タ
ー

Ｇ
88

−

５
５
３
３

保健

麻
し
ん
風
し
ん
は
予
防
接
種
で
防
げ
る
病
気
で
す

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
予
防
接
種

●

●
●
●
●
●
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子
ど
も
ま
つ
り
は
、楽
し
さ
い
っ
ぱ
い

10月31日、多々良沼公園

で第28回子どもまつりが行われ、

約150人の子どもたちが参加しました。

参加した子どもたちは、手作りアスレチッ

クやレクゲームで楽しみました。小島理央さ

ん（上下西宿・7区）は、「初めて子どもまつりに

参加しました。友達とロデオなどの手作りア

スレチックで何回も遊びました。友達も

たくさんできて、とても楽しかった

ので、また来年も来たいな」と

話していました。

PH TO PALETTE

皆さんの身近で起きた出来事や楽しい話題、イベントなどの情報を

「広報おうら」編集部まで、お気軽にお寄せください。 Ｇ 47-5007
町
の
歴
史

　連
載
三
百
四
十
九
回

親
子
で
お
米
の
つ
か
み
取
り

地
元
食
材
で
す
い
と
ん
作
り

11月7日、役場周辺で邑楽町産業祭が行われました。お米のつかみ

取りやご飯の無料配布、即売、模擬店などが行われました。保健セン

ターで同時開催された邑多福まつりでは、骨密度レベルチェックな

どの体験コーナーや健康相談、屋外ステージなどが行われました。

11月11日、邑楽南中学校で地元の食材を使った調理実習が行われまし

た。生徒たちは、邑楽町生活研究グループの皆さんの指導で、すいとん

や蒸しパン作りに挑戦。半田涼介さん（水立大黒・23区）は、「すいとん

は、もちもちしていて、とてもおいしかったです」と話してくれました。

11月11日、邑楽南中学校で地元の食材を使った調理実習が行われまし

命
の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た

11月17日、中野小学校で動物ふれあい教室が行われ、生徒たちは命の大

切さを学びました。鶴貝百香さん（前原・４区）は、「実際にうさぎを抱い

てみると、思ったより温かくてやわらかかったです。心臓が動いている

のも感じることができて、命の大切さを感じました」と話していました。

11月7日、役場周辺で邑楽町産業祭が行われました。お米のつかみ

11月17日、中野小学校で動物ふれあい教室が行われ、生徒たちは命の大

新田義興が祭られている新田神社（東京都大田区）

友
だ
ち
発
見
、わ
く
わ
く
冒
険
！

　篠
塚
東と

う

馬ま

　篠
塚
東
馬
は
篠
塚
伊
賀
守
重
広
の
子
と
し
て
、
こ
の
邑
楽
町

篠
塚
の
馬ば

ん

場ば

の
篠
塚
城
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
父
の
伊い

が

の

か

み

賀
守
重
広

は
新
田
義
貞
の
四
天
王
、
新
田
十
六
騎
の
筆
頭
と
し
て
天
下
に

勇
名
を
と
ど
ろ
か
せ
た
武
将
で
す
。
後
醍
醐
天
皇
の
准じ

ゅ

后ご
う

廉れ
ん

子し

（
新し

ん

待た
い

賢け
ん

門も
ん

院い
ん

）
に
仕
え
た
伊い

が
の
つ
ぼ
ね

賀
局
の
兄
に
あ
た
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
篠
塚
東
馬
の
名
は
金き

ん

竜り
ゅ
う

寺じ

文も
ん
じ
ょ書

や
茨
城
県
岩
井
市
（
現

坂
東
市
）
幸こ

う

だ田
の
篠
塚
五
郎
右
衛
門
家
の
篠
塚
家
系
図
な
ど
に

出
て
い
ま
す
が
、
そ
の
消
息
は
明
か
で
あ
り
ま
せ
ん
。

　と
こ
ろ
が
、
太
田
市
只た

だ
か
り上

の
板
橋
家
所
蔵
の
「
南

み
な
み

瀬せ

口ぐ
ち

姓し
ょ
う

板

橋
家
系
図
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
出
て
い
ま
し
た
。
「
従
四
位

下
武
蔵
守
鎮
守
府
将
軍
俵

た
わ
ら

藤と
う

太た

秀ひ
で

郷さ
と

の
孫
長
沼
六ろ

く
ろ
う
ざ
え
も
ん
の
じ
ょ
う

郎
左
衛
門
尉

次
男
、
南
瀬
口
六
郎
左
衛
門
太た

夫ゆ
う

は
新
田
左さ

え

も

ん

の

か

み

衛
門
督
兼
播は

り
ま
の
か
み

磨
守

正
五
位
下
左さ

こ
ん
え
の
ち
ゅ
う
じ
ょ
う

近
衛
中
将
正
四
位
上
源
義
貞
公
次
男
で
左さ

ひ
ょ
う
え
の
す
け

兵
衛
佐

正
四
位
下
義よ

し
お
き興

公
。
延え

ん
ぶ
ん文

三
年
十
月
十
日
、
武
蔵
野
国
於
矢
口

為
竹
澤
御
自
害

　供ぐ

ぶ奉
。
大
嶋
周す

お
う
の
か
み

防
守

　南
瀬
口
六
郎

　由
良

兵
庫
之
助

　同
新
左
衛
門

　土
肥
三
郎
左
衛
門

　市
川
五
郎

　

井い
の
だ
ん
じ
ょ
う

弾
正

　世
良
田
馬
之
助

　篠
塚
東
馬

　船
田
太
郎

　亘
新
左

衛
門

　畑
七
郎
次

　熊
澤
兵ひ

ょ
う
じ司

　以
上
十
三
人
討
死
」

　つ
ま
り
、
藤
原
秀
郷
の
孫
長
沼
六
郎
左
衛
門
の
次
男
南
瀬
口

六
郎
左
衛
門
太
夫
は
新
田
義
貞
の
次
男
新
田
義
興
が
延
文
三
年

（
一
三
五
八
）
十
月
十
日
、
武
蔵
国
矢
口
で
竹
澤
の
為
御
自
害

さ
れ
た
。
そ
の
時
義
興
に
従
っ
た
十
三
人
も
討
死
し
た
（
注
延

文
三
年
は
北
朝
の
年
号
で
、
南
朝
は
正

し
ょ
う
へ
い平

十
三
年
）
。
新
田
義

興
は
義
貞
の
次
男
で
、
そ
の
生
涯
は
太
平
記
に
書
か
れ
て
い
ま

す
。
特
に
太
平
記
巻
三
十
三
「
新
田
左
兵
衛
佐
義
興
自じ

が
い
の
こ
と

害
事
」

に
は
、
詳
し
く
出
て
い
ま
す
。

　建け

ん

む武
四
年
（
一
三
三
七
）、
陸む

つ奥
に
挙
兵
し
た
北
畠
顕あ

き
い
え家

に

応
じ
て
上
野
国
新
田
に
兵
を
挙
げ
共
に
鎌
倉
を
攻
略
し
、
西
上

し
て
足
利
方
と
戦
っ
た
が
、
父
義
貞
が
戦
死
す
る
と
、
上
野
方

面
に
戻
り
、
足
利
尊
氏
方
と
戦
っ
て
い
ま
し
た
。
正
平
十
三
年

尊
氏
が
死
去
す
る
と
、
そ
の
三
男
足
利
基
氏
は
鎌
倉
公く

ぼ

う方
と
し

て
鎌
倉
に
入
り
、
正
平
八
年
か
ら
畠
山
国
清
が
基
氏
の
執
事
と

な
り
ま
し
た
。
義
興
は
、
ひ
そ
か
に
勢
力
を
の
ば
し
て
鎌
倉
を

う
か
が
い
ま
し
た
。

　畠
山
国
清
は
竹
沢
右う

き
ょ
う
の
す
け

京
亮
に
謀
略
を
さ
ず
け
、
正
平
十
三

年
（
北
朝
延
文
三
年

　一
三
五
八
）
十
月
十
日
に
多
摩
川
の
矢

口
で
、
船
の
底
を
く
り
抜
い
て
義
興
ら
十
三
人
を
水
没
さ
せ
ま

し
た
。
そ
の
十
三
人
の
中
に
篠
塚
東
馬
が
お
り
ま
し
た
。
時
に

義
興
二
十
八
歳
。
そ
の
怨
霊
を
鎮
め
る
た
め
、
新
田
大
明
神
と

十
三
人
を
祭
る
社
が
矢
口
の
近
く
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

細
谷
清
吉
（
歴
史
研
究
家
）
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　村
田
ゆ
み
子
さ
ん
（
藤
川
）

 

　
　
　PN.
陽
子
マ
マ

　

 

　
　
　PN.
は
に
ゃ
こ

 

　
　
　PN.
デ
ブ
ネ
コ

　 

　
　
　PN.
ぴ
た
ゆ
き
む
ら

　

イ
ベ
ン
ト

　
　
　

上
州
邑
楽
七
福
神
巡
り

　
上
州
邑
楽
七
福
神
を
愛
す
る
会
で
は
、

上
州
邑
楽
七
福
神
巡
り
を
開
催
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
期
日

　
平
成
23
年
１
月
８
日

、
１
月

15
日

、４
月
９
日
（
雨
天
決
行
）

※
新
年
と
花
見
の
時
季
、年
３
回
開
催
。

▼
出
発
時
間

　
午
前
９
時

▼
集
合
場
所

　
シ
ン
ボ
ル
タ
ワ
ー
前

▼
内
容

　
邑
楽
七
福
神
を
中
心
と
し
た
、

道
中
の
自
然
と
文
化
財
を
約
７
時
間
か

け
て
め
ぐ
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
と
、
開
運

ひ
ろ
ば
Ｏ
Ｒ
Ａ
七
福
神
ポ
ス
ト
の
投
書

募
集

※
完
歩
後
、シ
ン
ボ
ル
タ
ワ
ー
か
ら
文
化

財
を
眺
め
ま
す
。

▼
距
離

　
23
㎞

▼
持
ち
物

　
弁
当
、飲
み
物
、雨
具
な
ど

▼
参
加
費

　
１
０
０
円（
保
険
代
）

▼
申
込
方
法

　
当
日
、申
し
込
む

▼
問
合
先

　
上
州
邑
楽
七
福
神
を
愛
す

る
会（
鈴
木
）
88
ー
４
７
０
９

多
々
良
沼
で
初
日
の
出

　
浮
島
弁
財
天
運
営
委
員
会
な
ど
で
は
、

元
旦
に
初
日
の
出
と
白
鳥
を
見
る
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
当
日
は
、
八
木
節

や
和
太
鼓
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
ま

す
。
皆
さ
ん
と
一
緒
に
初
日
の
出
と
白
鳥

を
見
ま
せ
ん
か
。

▼
期
日
　
平
成
23
年
１
月
１
日


▼
時
間

　午
前
６
時
～
７
時
30
分

▼
場
所

　浮
島
弁
財
天
神
社
（
多
々
良
沼

公
園
内
）

※
お
車
で
お
越
し
の
際
は
、
多
々
良
沼
公

園
内
の
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
内
容

　八
木
節
（
新
中
野
八
木
節
保
存

会
）
や
和
太
鼓
（
関
東
学
園
大
学
附
属
高

校
の
生
徒
）
の
披
露
、
甘
酒
な
ど
の
無
料

配
布

※
甘
酒
は
、数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
合
先

　大
谷
Ｇ
88

－

0
3
7
3

PN.あかはな

広 場み ん な の
PATIOとは「中庭」という意味。

町民の皆さんが集い、

自由に意見を語り合う広場です。

ひ

と

こ

と

PN.太鼓大好きのダイチ

今
年
は
残
念
な
が
ら

行
け
ま
せ
ん
で
し
た

･(≧д≦)･

今
年
も
ス
テ
キ
な
作
品
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

☆(ﾟ∇ﾟ☆)

二
人
目
の
赤
ち
ゃ
ん
の

誕
生
に
本
当
に
感
謝
！

o(*^▽^*)o

頑
張
っ
て
走
る
姿
に

胸
を
打
た
れ
ま
し
た

v(o^▽^o)v

スマイル
み～つけた



取材先で見つけた笑顔を

掲載してみました。

ま

　ち

　か

　ど

Q & A
町への意見を掲載しました

多々良沼公園で捨て猫禁止の看板を見ました。野

良猫が多いようですが、私のように彼らを見て、

いやされて帰る人もたくさんいると思います。で

も、ここで生まれた猫より捨てられる猫の方が多いと聞きま

す。最近、地域猫・公園猫をボランティアや行政サイドで見

守っていく流れがあります。決して増やさず、今の猫たちの

終生を見守ることが大切だと思いますが。

貴重なご意見をいただき、大変ありがとうござ

います。多々良沼公園に猫が捨てられるように

なったのは、今から 6、7 年前のことです。捨て

猫や公園で生まれた猫の数が急増したことにより、人間が猫

にエサを与え、その食べ残しや猫のふん尿、自然死した死骸
がい

などの影響で悪臭が発生し、公園利用者から改善を求める声

が多く寄せられています。また、多々良沼は野鳥の越冬・休

息地です。野良猫が野鳥を襲うという例もしばしば見受けら

れ、野鳥保護団体からは猫の駆除を要請されております。

　以上のような現状の中で、立て看板の設置に至りました。

この問題は、公園利用者の中から賛否双方の意見が多く寄せ

られています。公園管理者としては、捨て猫・捨て犬禁止な

どの看板を掲出するとともに、ボランティア団体などと連携

して里親の募集を図ることや、飼い主や利用者の皆さんに一

層のマナー向上を広めていきたいと考えております。今後も

折にふれご意見、ご提言などをお願いいたします。

▶問合先　役場都市計画課（公園緑地係）　Ｇ 47-5033

Q

A

情 

報 

板

PN.銀さん太

PN.ｓａｙｕ

家
族
で
産
業
祭
を

楽
し
み
ま
し
た
！

(≡^∇^≡)

①イラスト・絵手紙　② 4 コマ漫画

③詩・ポエム　　　　④短歌・俳句

⑤告知コーナー

　（イベントの案内やサークル結成の呼びかけなど）

⑥「譲ってください・譲ります」

　もちろん、町に対するご質問やご意見も大歓迎です。

ご質問・ご意見は、はがき・電話・FAX・E メールなど、ど

んな方法でも結構です。掲載させていただいた人には、粗品

を進呈します。

※誌上匿名でもＯＫですが、記念品の郵送や内容の確認など

のため必要ですので、必ず実際の氏名・住所・電話番号・年

齢をお書き添えください。

●あて先

〒 370-0692（住所は不要）邑楽町役場企画課広報広聴係

Ｇ 47-5007　鯖Ｃ 89-0136

E-mail　koho@town.ora.gunma.jp

広 報 ク イ ズ

問題の答えをはがきに書いて送ってください。全問正解者

の中から、抽選で 10 人のかたに 500 円の図書カードをプ

レゼントします。

【今月の問題】

第 1問　今月号の特集で職場体験学習をしたのは？

　　　　A. 邑楽南中学校　　　B. 中野小学校

　　　　C. 邑楽中学校　　　　　（ヒント 16 ～ 17 ページ）

第２問　今月号の町の年代記で登場していない人物は？

　　　　A. 新田義興　　　　　B. 篠塚東馬

　　　　C. 細谷右馬助秀国　　　（ヒント 23 ページ）

応募方法　はがきに、答え（例：第 1 問―Ａ）・住所・

　　　　行政区・名前・年齢を書いて送ってください。

あて先　〒370-0692邑楽町役場企画課「広報クイズ」係

締　切　12 月 14 日（当日の消印有効）

※当選者は広報おうら 1 月号で発表します。

【11 月号の当選者】（応募数 41 通、全問正解 41 通）

　　秋野千代子（02 区） 内田サカイ（05 区）

　　川島　純子（11 区） 新谷　真美（13 区）

　　三田　恵子（15 区） 村田ゆみ子（16 区）

　　井上千代子（17 区） 増尾　駿介（22 区）

　　藤本涼太郎（28 区） 黒﨑　結愛（34 区）

「PATIO」では皆さんからの
投稿を大募集中です。投稿大募集

邑楽町の自然と文化財を巡ります
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わ
が

家
のアイドル

礼は、あまり人見知りしない、何にでも興味をしめす子です。通

りすがりの知らない人でも元気にあいさつしたり、スーパーの

レジの店員さんにニコニコあいさつをしたりします。最近は、ぬ

いぐるみが寒いのではないかと心配しタオルを巻いて、自分が

ママになったような気分で遊んでいます。とにかく、健康で人の

気持ちの分かる、やさしい子に育ってほしいと願っています。

■ 現在何をしていますか？

             　現在、実家の建築会社で働い

ています。主に営業や設計、施

工管理などの仕事をしていま

す。大学で建築を専門に学び、

卒業後は５年間別の建築会社

に勤務。２年前に実家の建築会

社を継ごうと決心しました。仕

事をしていて、家を建てる際の

お客様のニーズとコストバラ

ンスを考えた設計・建築が一

番大変です。でも、今の仕事に

日々やりがいを感じています。

朽
ち
か
け
た
木
道
に
散
る
ざ
く
ろ
の
実
未
来
を
示
す
ル
ビ
ー
の
如
き 

曽
我

　公
子

完
熟
の
柿
を
握
り
て
今
思
ふ
亡
君
が
伝
授
の
生
り
芽
の
剪
定 

横
山

　榮
一

精
魂
を
込
め
し
葡
萄
は
房
を
つ
け
熟
れ
る
を
ま
た
ず
夫
は
逝
き
た
り 

沼
田
と
し
子

食
卓
を
共
に
囲
み
し
末
孫
の
嫁
ぐ
日
近
く
秋
深
ま
り
ぬ 

潮

　と
み

　

常
に
あ
ら
ぬ
淋
し
さ
覚
ゆ
こ
の
夏
の
き
び
し
き
暑
さ
耐
え
来
し
今
を 

相
沢

　ヒ
サ

足
引
き
て
川
土
手
を
来
し
老
人
が
朝
の
陽
に
向
け
万
歩
計
読
む 

川
村

　照
子

採
算
の
合
は
ざ
る
農
を
生
き
甲
斐
と
老
い
に
不
屈
の
夫
を
気
遣
ふ 

大
塚
し
ま
子

大
粒
の
雨
に
駆
け
込
む
人
あ
ふ
れ
ま
た
た
く
内
に
駅
込
み
合
ひ
ぬ 

南

　し
づ
子

積
み
来
た
る
齢
背
ひ
て
年
用
意 

根
本

　康
男

今
年
米
食
ぶ
れ
ば
身
心
蘇
え
る 

村
上

　文
子

年
を
経
て
見
え
る
も
の
あ
り
星
月
夜 

新
井

　政
子

手
の
平
に
乗
せ
て
確
か
む
今
年
米 

金
子

　睦
子

五
年
後
を
約
す
喜
寿
の
手
あ
た
た
か
し 

青
山

　房
江

い
つ
の
ま
に
亡
母
の
齢
越
す
農
の
秋 

松
崎
ナ
ミ
子

秋
の
天
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
年
若
し 

早
川

　亨

　

年
忘
れ
も
み
じ
に
集
う
ク
ラ
ス
会 

飯
塚

　又
三

来
年
の
思
い
募
ら
せ
日
記
買
う 

安
冨

　耕
二

齢
の
こ
と
言
う
て
笑
い
て
秋
の
風 

大
塚

　久
子

今
年
米
出
来
映
え
故
里
の
味
届
く 

富
田
な
み
江

裾
分
け
の
ず
し
り
と
重
し
今
年
米 

岡
田

　尚
美

雑
魚
釣
り
の
流
れ
ゆ
る
や
か
ト
ン
ボ
舞
う 

築
比
地
秀
男

感
謝
で
す
後
期
高
齢
の
夫
の
秋 

大
塚

　初
代

神
秘
な
る
御
岳
霊
峰
秋
深
し 

今
井

　里
智

秋
風
に
一
人
を
降
ろ
す
邑
の
バ
ス 

中
繁
貴
美
子

気
ま
ま
と
は
淋
し
き
も
の
や
吾
亦
紅 

小
嶋
フ
ジ
子

寡
黙
解
く
露
天
湯
に
舞
う
落
葉
か
な 

船
生
三
江
子

広
き
野
の
す
す
き
寄
り
添
う
地
蔵
尊 

石
橋
弥
代
江

Ｄ
51
の
汽
笛
高
ら
か
刈
田
あ
と 

中
谷

　和
子

旅
な
か
ば
秋
夕
暮
れ
の
鹿
と
逢
う 

金
子

　典
子

手
庇
の
園
児
待
つ
親
秋
の
路
地 

小
林
ト
ヨ
子

迷
い
た
る
枝
の
剪
定
秋
の
空 

宮
尾

　静
子

実
を
落
す
メ
タ
セ
コ
イ
ヤ
に
恋
拾
う 

斉
藤
真
紀
子

蓮
掘
り
の
泥
を
喰
つ
た
る
面
構
え 

厚
川

　小
一

中川紀代子さん ・礼ちゃん
（水立大黒・23区）

文

　芸

　書道サークル「道」は、書道に興味のあるメンバーが中心

となって平成 22 年４月に結成しました。メンバーは 30 ～

70 歳代の男女 12 人。毎月第１・第３の土曜日もしくは日曜

日の午前 9 時 30 分～ 11 時 30 分まで長柄公民館で活動して

います。「字は人なり」というくらい書道では、自分の個性

が字に現れます。サークルでは格式張ったものではなく、気

軽に始められて趣味にもできる書道を目指し、自分自身と見

つめ合いながら静かな気持ちで書道をしています。現在、メ

ンバーを募集中！書道に興味のある人や趣味にしたい人は、

ぜひ見学に来てみてください。私たちと一緒に楽しく書道を

してみませんか。お問い合わせは、長柄公民館 Ｇ 89-0123 へ。

● 書道サークル 「道」 ●

お う ら の 仲 間 た ち No.268

自然豊かで水のきれいな
多々良沼を取り戻したい

大谷勝久さん

（鶉新田・14 区）

会の皆さんと力を合わせて除草作業を行っています（写真・武藤洋作さん）

おおたにかつひさ● 1945 年生まれ。そば店店主。

多々良沼自然公園を愛する会の会長を務める傍ら、

邑楽町白鳥を愛する会にも所属し、地域のボランテ

ィア活動に携わる。毎年、多々良沼公園内の浮島弁

財天神社で元旦に行われる、初日の出を見るイベ

ントにもスタッフとして参加。趣味は、カメラなど。

み ん な の 広 場

W
ELCOME
H U M A N  N O W

DREAM夢

がんばってます
No.250

DREAM夢・若・者・紹・介・

本間寛隆さん　28 歳

（鶉上・12 区）

■ 将来の夢は何ですか？

　実家が建築会社であったので、幼いころから仕事をしている

親の後ろ姿を間近に見て育ちました。ですから、建築関係の仕事

に就きたいと、自然に思っていたのかもしれません。でも、実際

建築の仕事に携わってみて、仕事の注文をとる大変さなど、さま

ざまな壁にぶつかることも…。でも、何よりお客様に喜んでいた

だける設計、満足いただける家づくりを目指していきたいです。
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町立図書館

情報板
LIBRARY INFORMATION

あ な た の 心 と 体 を リ フ レ ッ シ ュ 　 生 涯 学 習 の ペ ー ジ

SCH        L LIFE

伝
統
の
上
毛
か
る
た
大
会

◆期日　1月 6日、20 日　

◆時間・コース　下のとおり

1 月のはくちょう号

時　間 場　所

10：30
　～ 10：50

特別養護老人ホーム
やまつつじ

11：05
　～ 11：30

ラポール・レイゾン
（寺内医院）

11：40
　～ 12：00

グループホーム
ヴィラ

13：40
　～ 14：10

町福祉センター

14：20
　～ 14：50

グループホーム
つむぎの里

15：00
　～ 15：30

長柄公民館

オリーブ「読み聞かせ」

▼期日　１月 13 日、20 日、

27 日

▼時間　午前 11 時～

学校教育課Ｇ 47 － 5040（直通）

school-ed@swan.town.ora.gunma.jp

生涯学習課Ｇ 47 － 5043（直通）

further-ed@swan.town.ora.gunma.jp

邑楽町公民館 Ｇ 88 － 1290

長柄公民館　 Ｇ 89 － 0123

町民体育館　 Ｇ 88 － 5355

町立図書館　 Ｇ 88 － 5900

ヤングプラザ Ｇ 89 － 1501

邑楽町教育委員会

図書予約件数ランキング

①１Q84  BOOK １､ ２

　　　　　　　　　村上春樹 / 著

②生死を分ける転車台

　　　　西村京太郎 / 著

②母

　　　　　　　　　　姜尚中 / 著

　※平成 22 年 10 月現在

●
●
人
権
作
文
優
秀
作
品
●
●

　
私
は
「
障
害
者
」
と
聞
い
て
最

初
に
思
う
こ
と
は
、
そ
の
人
た
ち

は
「
障
害
者
」
に
な
り
た
く
て
な

っ
た
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
。
突
然
の
出
来
事
や
事
故
な

ど
、
自
分
で
も
思
っ
て
い
な
か
っ

た
こ
と
が
急
に
起
こ
っ
て
し
ま
っ

た
人
た
ち
な
の
で
す
。

　
体
が
不
自
由
な
人
が
生
き
て

い
く
た
め
に
は
、
大
変
な
努
力

が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。ま
た
、

気
持
ち
も
強
く
持
た
な
い
と
い

け
ま
せ
ん
。
何
か
、
私
に
少
し

で
も
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
手

伝
い
た
い
で
す
。

　
こ
の
間
、
家
族
と
デ
パ
ー
ト
に

行
っ
た
と
き
車
い
す
の
人
を
見
か

け
ま
し
た
。
そ
の
横
を
通
る
人
た

ち
は
そ
の
人
を
じ
ろ
じ
ろ
見
て
い

ま
し
た
。
ま
た
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に

乗
っ
た
と
き
、
手
が
な
い
人
を
見

か
け
ま
し
た
。
手
が
な
い
の
で
、

口
や
足
で
ボ
タ
ン
を
押
し
て
い
ま

し
た
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
降
り
た

後
、
一
緒
に
い
た
人
た
ち
が
小
さ

な
声
で
「
汚
い
」「
触
り
た
く
な

い
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
私
は

と
て
も
か
わ
い
そ
う
だ
と
感
じ
ま

し
た
。
も
し
、
そ
の
人
た
ち
が
障

害
者
に
な
っ
て
同
じ
こ
と
を
言
わ

れ
た
ら
ど
ん
な
気
持
ち
に
な
る
か

と
言
い
た
く
な
り
ま
し
た
。
私
は
、

勇
気
を
出
し
て
そ
の
人
に
聞
き
、

ボ
タ
ン
を
押
し
て
あ
げ
れ
ば
よ
か

っ
た
と
後
悔
し
ま
し
た
。

　
実
は
、
私
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
も

病
気
で
体
が
少
し
不
自
由
で
す
。

私
は
こ
れ
か
ら
、
障
害
を
持
つ
人

に
も
持
た
な
い
人
に
も
同
じ
よ
う

に
接
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
障
害
を
持
つ
人
た
ち

の
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
み
ん
な

が
考
え
て
、
変
え
て
い
く
べ
き
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
は
、
障
害

を
持
つ
人
た
ち
に
対
し
て
、
ち
ょ

っ
と
し
た
気
配
り
か
ら
始
め
る
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

長
柄
小
学
校
６
年

小
谷
野

　愛ま

な

み望

　邑楽中学校では、10 月 27 日に

音楽祭（合唱コンクール）が行わ

れました。各クラスごとに自分た

ちが選んだ曲を合唱しました。合

唱の練習は９月下旬から始まり、

たくさんの練習を重ねて自分たち

の合唱を作りあげました。たくさ

んの練習の中にはいろいろなこと

がありました。声がよく出て上手に歌えたときはみんなで喜び、意見が合わずみ

んながばらばらになりそうになったときは、みんなで話し合いました。いろいろ

なことがありましたが、合唱コンクールでは１年生から３年生まで、とても素晴

らしい合唱を披露できました。金賞・銀賞・銅賞の順位がつきましたが、合唱が

終わるとみんなとてもうれしそうな笑顔でした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（生徒会長　関谷美咲）

　　邑楽中学校

みんなの心をひとつに

和 40 年代後半までここに長径 130m の

マウンド状砂丘が１座ありました。標高

29.5m、北側水田との標高差は７m ありま

したが、砂丘南面の一部が残丘としてあ

るのみで、本体は跡形も見えません。さ

らにここから西へ 200m 離れた所に、長径

200m のだ円形マウンド状砂丘が１座あり

ました。標高 28.5m、北側水田との標高差

は６m ありましたが、開発に伴いわずかに

残丘が確認できる程度です。

立沢牧場西側から見られる店砂丘の起伏

　店砂丘は、主要地方道足利邑楽行田線の

狸塚交差点北 200m ほどの道路東（立沢牧

場とその周辺）と、さらに北へ 100m 進ん

だ道路西に、いずれも標高 27m 以上のだ

円形マウンド状砂丘が２座存在します。立

沢牧場を中心とした砂丘は、長径 160m、

標高 28.1m、北側水田との標高差は 4.8m

となっています。

　江原砂丘は、狸塚観音堂北東 700m 地

点、現在は養豚団地となっていますが、昭

「店
た な

砂丘・江
え は ら

原砂丘」No. 8

邑楽町文化財保護調査委員

大塚　孝士

キッズクラブ「読み聞かせ」
▼期日　１月 22 日

▼時間　午後２時～

毎年熱戦が繰り広げられます

JAN1月

▼
期
日

　平
成
23
年
１
月
９
日

　

▼
時
間

　午
前
８
時
30
分
開
会
予
定

▼
会
場
　
中
野
小
学
校
体
育
館

▼
競
技
種
目
　
小
学
校
低
学
年
団
体
・
個

人
、
小
学
校
高
学
年
団
体
・
個
人
、
中
学

校
団
体
・
個
人

※
各
種
目
優
勝
・
準
優
勝
者
は
邑
楽
郡
上

毛
か
る
た
大
会
（
板
倉
町
開
催
）
へ
の
出

場
権
を
獲
得
し
ま
す
。

※
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
状
況
に

よ
り
中
止
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
合
先

　
邑
楽
町
公
民
館

出
場
選
手
募
集
！

▼
対
象

　
小
・
中
学
生

▼
申
込
先

　
各
行
政
区
子
ど
も
会
育
成
会

第
49
回
邑
楽
町
上
毛
か
る
た
大
会

か
る
た
を
通
し
て
郷
土
を
学
ぶ

障

害

者

差

別

歌声の和と絆
きずな

の輪

邑
楽
町
子
ど
も
会
育
成
会
連
絡
協
議
会
で
は
、
上
毛
か

る
た
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
昨
年
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
流
行
に
よ
り
中
止
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
一

昨
年
よ
り
種
目
の
男
女
別
を
廃
止
し
て
、
小
学
校
低
学

年
・
高
学
年
・
中
学
生
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
で
の
団
体
戦

と
個
人
戦
の
計
６
種
目
の
競
技
が
行
わ
れ
ま
す
。
数
あ

る
郷
土
か
る
た
の
中
で
抜
群
の
知
名
度
を
誇
る
上
毛
か

る
た
。
今
年
は
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
み
な
さ

ん
の
積
極
的
な
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

１月の休館日

1 日、2 日、3 日、4 日、10
日、17 日、24 日、28 日、

31 日

※ 1 日～ 3 日は年始休館日

※ 4 日は資料整理日

※ 28 日は月末整理日

広げよう

日本一の埋没河畔砂丘
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▼ 内容　けんちんうどんとおかずを作る

▼ 対象　小学生

▼ 定員　16 人（先着順）

▼ 参加費　500 円（材料代）

▼ 申込開始　12 月 18 日午前９時

▼ 申込・問合先　長柄公民館

▼ 期日　平成 23 年１月 14 日、21

日、28 日、２月４日、18 日

（全５回）

▼ 時間　午後８時～９時
▼ 会場　ヤングプラザ

▼ 内容　ミドルスクールヒップホップ

ダンスを基礎から学ぶ（EXILE のよ

うなダンス）

▼ 対象　16 ～ 35 歳の人　

▼ 定員　20 人（先着順）

▼ 参加費　無料

※青年会員登録が必要です。

▼ 申込開始　12 月 17 日午後７時

▼ 申込・問合先　ヤングプラザ

しくダイエット

▼ 対象　16 ～ 35 歳の人

▼ 定員　12 人（先着順）

▼ 参加費 　無料

※青年会員登録が必要です。

▼ 申込開始　12 月 15 日午後７時

▼ 申込・問合先　ヤングプラザ

邑楽町公民館、長柄公民館、ヤングプ

ラザ、町民体育館

▼ 休館日　12 月 29 日～平成 23 年

１月３日

町立図書館

▼ 休館日　12 月 27 日～平成 23 年

１月４日

※ 12 月 27 日は定例休館日。12 月

28 日は月末整理日。平成 23 年１月

４日は資料整理日。

▼ 申込開始　12 月 17 日午後７時

▼ 申込・問合先　ヤングプラザ

▼ 期日　平成 23 年１月 18 日、25

日、２月１日、８日（全４回）

▼ 時間　午後７時～ 9 時

▼ 会場　ヤングプラザ

▼ 内容　指輪と携帯ストラップを作る

▼ 対象　16 ～ 35 歳の人

▼ 定員　10 人（先着順）

▼ 参加費　4,000 円（材料代）

※青年会員登録が必要です。

▼ 申込開始　12 月 14 日午後７時

▼ 申込・問合先　ヤングプラザ

▼ 期日　平成 23 年１月 26 日、２月

２日、９日（全３回）

▼ 時間　午後７時～ 8 時 15 分

▼ 会場　ヤングプラザ

▼ 内容　骨盤のゆがみを矯正して、楽

●図書館名画座

期日 時間 　　上映作品名（上映時間）

　１月 16 日 午後 2 時～ 博士の愛した数式（117 分）

●金曜映画会

期日 時間 　　上映作品名（上映時間）

　１月 07 日 午後 2 時～ 男はつらいよ「寅次郎の休日」（106 分）

　１月 21 日 午後 2 時～ おくりびと（131 分）

●子ども映画会

期日 時間 　　上映作品名（上映時間）

　１月 8 日 午後 2 時～ ハウルの動く城 (119 分 )

▼会場・問合先　町立図書館

▼申込開始日翌日以降　定員に満たない場合、電話での申し込みを受け付けています。

図書館映画会

エクセル中級講座

▼ 期日　平成 23 年１月 11 日、12

日、13 日（全３回）

▼ 時間　午前９時～正午

▼ 会場　町共同福祉施設２階パソコン

ルーム

▼ 内容　エクセルのよく使う機能と応

用、住所録・出納帳や複数シートの

集計など

▼ 対象　18 歳以上の人（パソコンの基

本操作、文字入力のできる人）

▼ 定員　20 人（先着順）

▼ 参加費　1,000 円（教材費）

▼ 申込開始　12 月 21 日午前９時

▼ 申込・問合先　邑楽町公民館

ワード・エクセル応用講座

▼ 期日　平成 23 年１月 25 日、26

日、27 日（全３回）

▼ 時間　午前９時～正午

▼ 会場　町共同福祉施設２階パソコン

ルーム

▼ 内容　ワード、エクセルの応用編

▼ 対象　18 歳以上の人（ワード、エク

セルの基本操作ができる人）

▼ 定員　20 人（先着順）

▼ 参加費　1,000 円（教材費）

▼ 申込開始　１月５日午前９時

▼ 申込・問合先　邑楽町公民館

▼ 期日　平成 23 年２月５日

▼ 集合時間　午前５時 30 分

▼ 集合場所　邑楽町公民館

▼ 行き先　サエラスキーリゾート尾瀬

（利根郡片品村）

▼ 対象　小・中学生の児童・生徒とその親
▼ 定員　45 人（先着順）

▼ 参加費　１人 2,500 円（バス代など）

※レンタル料・リフト代・昼食代は含

まれません。

▼ 申込開始　12 月 18 日午前 10 時

▼ 申込・問合先　邑楽町公民館

▼ 期日　平成 23 年１月 22 日

▼ 時間　午前９時 30 分～ 11 時 30 分

▼ 会場　長柄公民館

▼ 内容　手作りのたこを作って揚げる

▼ 対象　小学生

▼ 定員　15 人（先着順）

▼ 参加費　500 円（教材費）

▼ 申込開始　12 月 18 日午前９時

▼ 申込・問合先　長柄公民館

▼ 期日　平成 23 年１月 29 日

▼ 時間　午前９時 30 分～午後１時

▼ 会場　長柄公民館

▼ 期日　平成 23 年１月 20 日、27

日（全２回）

▼ 時間　午後１時 30 分～ 4 時

▼ 会場　ヤングプラザ

▼ 内容　手織り機でコースターを織る

▼ 対象　18 歳以上の人

▼ 定員　10 人（先着順）

▼ 参加費　500 円（材料代）

▼ 申込開始　12 月 16 日午後２時

▼ 申込・問合先　ヤングプラザ

▼ 期日　平成 23 年１月 14 日、28

日、２月 25 日（全３回）　

▼ 時間　午後 7 時～９時

▼ 会場　ヤングプラザ

▼ 内容　ケーキ作りの基本を学ぶ

▼ 対象　16 ～ 35 歳の人

▼ 定員　12 人（先着順）

▼ 参加費　1,800 円（材料代）

※青年会員登録が必要です。

子どもたこ作り教室

ＩＴ講習会⑥

■教室・講座などの申し込み方法　▼申込開始当日　申し込み開始時間に申込先の窓口に、本人または家族の人が直接申し込んでください。

青年スイーツ作り講座

子どもにもできる簡単料理講座

手織りコースター講座

青年シルバーアクセサリー講座
親子ふれあいスキーツアー

友達と作る料理はおいしいです

この講座では手織り機を使います

ＩＴ講習会⑦

青年基礎から始める

ヒップホップダンス講座

青年骨盤ストレッチで

ダイエット講座

「我が町おうら文化財探訪ツアー」を実施

長柄神社本殿の見事な彫刻を見学

見て、触
ふ

れて、訪れて、知る

町の重要文化財の数々に感嘆の声

　町立図書館長の石原照盛さんが、図

書館法施行 60 周年記念で文部科学大臣

表彰を受賞しました。これは、図書館

利用率県内 11 年連

続１位という実績な

ど「暮らしの中に図

書館を」根付かせる

活動が認められたも

のです。

図書館法施行 60周年記念

文部科学大臣表彰受賞

社会教育施設の

年末年始の休館日

第 33 回壮年ソフトボール大会
優　勝　田島運輸ダイヤモンドスターズ
準優勝　パンサーズ

第 25 回邑楽町体育協会長杯ゲートボール大会
優　勝　秋妻Ａ　準優勝　第一喜楽会　第３位　観
音クラブ

第27回県民スポーツ祭
ぐんまねんりんピック
2010 卓球
優　勝　邑楽フレンズ

第 31 回邑楽町長杯争奪近県卓球大会　団体男子　　
第３位　邑楽クラブ

邑楽フレンズのメンバー

　長柄公民館で、９月 17 日から 10 月 29 日までの３回に渡り、

「我が町おうら文化財探訪ツアー」が開催されました。邑楽町

文化財保護調査委員の大塚孝士さんを講師に迎え、23 人の参

加者は図書館での講義や町内の有形文化財を巡り、講師の興味

深い解説のもと学習を楽しみました。参加者の多くが今まで知

らなかった町の貴重な文化財にふれ、感心や感動の声が多く寄

せられ、大変充実した講座となりました。今後も自主グループ

として学習を継続する予定です。

世界に一つだけのアクセサリーを作ろう
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12
月
の
健
康
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

Ｇ

月
曜

火
曜

水
曜

木
曜

金
曜

土
・
日
曜

直
接
相
談
タ
イ
ム

Ｇ

▼
期
日

▼
時
間

ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
２
０
１
０

▼
期
日

▼
時
間

▼
会
場

▼
対
象

▼
競
技
種
目

▼
申
込
締
切

▼
申
込
方
法

▼
申
込
・
問
合
先

Ｇ
Ｃ住

所
が
変
わ
っ
た
ら

　
年
金
受
給
者
が
引
っ
越
し
な
ど
で
住

所
が
変
わ
っ
た
と
き
は
、「
年
金
受
給

権
者
住
所
変
更
届
」
を
お
近
く
の
年
金

事
務
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
変
更

届
は
、
年
金
事
務
所
や
役
場
保
険
年
金

課
窓
口
に
あ
り
ま
す
。
は
が
き
の
様
式

に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
50
円
切
手
を

は
っ
て
郵
送
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
こ
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と
、
年
金
振

込
通
知
書
な
ど
の
書
類
が
届
か
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

年
金
受
給
者
の
死
亡
手
続
き

　
年
金
受
給
者
が
死
亡
し
た
と
き
は
、

「
年
金
受
給
権
者
死
亡
届
」
を
14
日
以

内
に
年
金
事
務
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
年
金
は
死
亡
し
た
月
の
分

ま
で
支
払
わ
れ
ま
す
。
ま
だ
受
け
取
っ

て
い
な
い
年
金
が
あ
る
と
き
は
、
死
亡

当
時
に
受
給
者
と
生
計
を
と
も
に
し
て

い
た
遺
族
は
、
死
亡
届
と
一
緒
に
「
未

支
給
年
金
・
保
険
給
付
請
求
書
」
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

年
金
受
給
者
死
亡
届
の
み
の
場
合

①
死
亡
し
た
人
の
年
金
証
書

②
死
亡
の
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

が
で
き
る
書
類

未
支
給
年
金
を
請
求
す
る
場
合

　
前
記
の
①
・
②
の
書
類
と
次
の
書
類

③
死
亡
し
た
受
給
者
と
請
求
者
の
身
分

関
係
を
明
ら
か
に
す
る
戸
籍
謄
本
（
全

部
事
項
証
明
書
）

④
生
計
を
と
も
に
し
て
い
た
こ
と
を
証

明
す
る
書
類
（
住
民
票
な
ど
）

※
こ
れ
以
外
に
も
添
付
書
類
が
必
要
な

場
合
も
あ
り
ま
す
。

▼
問
合
先
　
太
田
年
金
事
務
所
Ｇ
49

－

３
７
１
２
、

Ｇ

家
屋
を
取
り
壊
し
た
ら
滅
失
手
続
き
を

▼
手
続
き
先

家
屋
が
登
記
さ
れ
て
い
る
場
合

登
記
さ
れ
て
い
な
い
場
合

　

▼
問
合
先

Ｇ

●邑楽町役場

　撮Ｇ 88-5511（代表）

●保健センター

　撮Ｇ 88-5533

掲載情報の詳しいことは、主

催者にお問い合わせください。

年

　金

TOWN INFORMATION

ORA 情
広

報
場

法律相談（要予約・定員10人）　12月18日・相

澤弁護士、平成23年1月22日・中村弁護士◇午

後1時30分～4時◇邑楽町役場◇役場住民課Ｇ

47-5017

人権・行政相談　12月9日・午前10時～午後3

時、平成23年1月13日・午後1時30分～4時◇邑

楽町公民館◇岩﨑・堀越・関根・岡村相談員◇役

場住民課Ｇ47-5017

心配ごと相談　12月20日・平成23年1月20日

◇午後1時～3時30分◇社会福祉協議会相談

室◇社会福祉協議会Ｇ88-2408

心配ごと電話相談　月～金曜日（祝日を除く）

◇午前９時～午後４時◇社会福祉協議会Ｇ88-

7620（専用電話）

青年相談　12月18日・平成23年1月15日◇

午後6時～8時◇ヤングプラザＧ89-1501

交通事故相談　12月17日・平成23年1月21日

※予約制◇午前10時～午後4時◇太田市役所

◇県交通事故相談所Ｇ47-1826

年金相談　12月16日◇午前10時～午後3時◇

館林市役所◇太田年金事務所Ｇ49-3712

定例相談

健
康
福
祉

今
月
の
納
税

▼
納
期
限

身
体
障
害
者
巡
回
相
談

▼
期
日

▼
時
間

▼
会
場

▼
相
談
内
容

▼
申
込
締
切

▼
申
込
方
法

▼
申
込
・
問
合
先

Ｇ

こ
こ
ろ
の
電
話
相
談

▼
期
日

▼
時
間

▼
対
象

▼
費
用

▼
相
談
・
問
合
先

Ｇ

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

▼
募
集
期
間

　

▼
入
居
資
格

▼
募
集
住
宅

▼
募
集
案
内
配
布

▼
入
居
日

　

▼
申
込
方
法

▼
問
合
先

ＧＣ防
衛
省
高
等
工
科
学
校
生
徒
募
集

▼
応
募
資
格

▼
受
付
締
切

▼
試
験
日

▼
試
験
会
場

▼
問
合
先

Ｇ

新
春
恒
例
の
消
防
隊
出
初
式

▼
期
日

▼
時
間

▼
会
場

▼
問
合
先

Ｇ

渡
良
瀬
川
中
央
農
地
防
災
事
業
完
了
パ
ネ
ル
展

▼
期
日

▼
時
間

▼
会
場

▼
展
示
内
容

▼
問
合
先

Ｇ

TOW
N INFORMATION ORA

ふれあい保育

▶期日

　1月5日㈬・6日㈭・11日㈫・12日㈬
　・13日㈭・18日㈫・19日㈬・20日㈭
　・25日㈫・26日㈬・27日㈭
▶時間

　午前10時～正午

▶内容

　もちつき、和太鼓・獅子舞見学、製

　作、誕生会など

▶対象

　０歳～就学前の子どもとその保護者

▶申込・問合先　

　子育て支援センター（中央保育園内）Ｇ88-0230

　※子育て支援センターでは、子育てに関する電話相談、

　来所相談も行っています。ぜひご利用ください。

　風の子保育園子育て支援室に遊びに来ませんか。楽しい

遊びと仲間たちに出会えますよ。

▶活動日・対象

　月曜日　自由開放日年齢問わず自由にご利用できます。

　火曜日　１歳児（平成20年４月２日～平成21年４月１日）

　水曜日　０歳児（平成21年４月２日～後期）

　木曜日　０歳児（生後３か月～前期）、妊婦さん（かわい

　　　　　い赤ちゃんに会いに来ませんか？）　

　金曜日　２歳児（平成19年４月２日～平成20年４月１日）

▶時間・内容

　午前９時30分～11時30分・親子活動

　午前11時30分～午後0時30分・ランチ（自由参加）

　午後0時30分～2時・育児相談　

▶申込・問合先

　社会福祉法人こころみの会風の子保育園子育て支援室

　Ｇ88-7655（午前8時30分～午後2時まで）

子育て支援室

税

　金

相

　談

募

　集

お
知
ら
せ
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12月・1月の健康カレンダー 保健センター Ｇ 88-5533

月日 種　目 受付時間 場　所 対　象

12/17㈮ 離乳食相談（後期） 午前 9：30 ～ 10：00 保健センター 生後8か月～1歳までの乳幼児

17㈮ 3歳児健診 午後 1：15 ～ 1：30 保健センター H19年11月生まれの幼児

20㈪ 健康相談 午前 10：00 ～ 11：30 保健センター

1/4㈫ 4か月児健診 午後 1：00 ～ 1：15 保健センター H22年9月生まれの乳児

5㈬ 2歳児歯科健診 午後 1：15 ～ 1：30 保健センター H20年12月生まれの幼児

11㈫ 両親学級（1日目） 午前 9：30 ～ 9：40 保健センター 妊婦または妊婦とその夫

12㈬ ＢＣＧ 午後 0：45 ～ 1：00 保健センター H22年9月生まれの乳児

13㈭ 8か月児健診 午後 1：15 ～ 1：30 保健センター H22年4月生まれの乳児

14㈮ 離乳食相談（前期） 午前 9：30 ～ 10：00 保健センター 生後4か月～7か月までの乳児

14㈮ 1歳6か月児健診 午後 1：15 ～ 1：30 保健センター H21年6月生まれの幼児

１月の休日当番医 ※必ず電話してから受診してください。

TOW
N INFORMATIONORA

世帯数 09,521世帯 （－05）

　男 14,020人 （－14）

　女 13,764人 （－02）

　計 27,784人 （－16）

内外国人 00,400人 （＋02）

※11月１日現在（前月比）

人口の動き

火災発生件数    01件（007）

交通事故出動    006件（079）

急病出動    44件（496）

その他の出動    21件（170）

救急出動合計    71件（745）

※10月分（１月からの累計）

火災と救急

広告面

広告面

広告面

広告面

広告面

広告面

広告面

広告面

広告面

広告面

広告

◇診療時間　内科・外科／午前 9 時～午後 5 時　耳鼻科／午前 9 時～午後 1 時　歯科／午前 9 時～正午、午後 1 時～ 3 時

◇救急病院の問合先　救急テレホン Ｇ73-5699

邑楽郡（内科系） 館林市（内科系） 外科系 耳鼻科 歯科

1日
（土）

湯沢医院

大泉町西小泉Ｇ62-2209

館林記念病院

台宿町Ｇ72-3155

館林厚生病院
（小児科のみ）

成島町Ｇ72-3140

後藤クリニック

篠塚Ｇ70-2233

歯科保健医療センター

館林市苗木町Ｇ73-8818

2日
（日）

石山医院

板倉町岩田Ｇ82-0103

吉田内科

楠町Ｇ70-7117

館林厚生病院
（小児科のみ）

成島町Ｇ72-3140

高木整形外科

大泉町いずみＧ62-6611

歯科保健医療センター

館林市苗木町Ｇ73-8818

3日
（月）

ミツワ診療所

明和町梅原Ｇ70-3030

いたくら内科

板倉町朝日野Ｇ70-4080

松井内科医院

日向町Ｇ75-9880

横田医院

大手町Ｇ72-0255

井上整形外科

板倉町板倉Ｇ82-1131

歯科保健医療センター

館林市苗木町Ｇ73-8818

9日
（日）

たなか医院

大泉町住吉Ｇ62-2881

竹越医院

明和町新里Ｇ84-3137

ハートクリニック

富士見町Ｇ71-8810

長谷川クリニック

松原Ｇ80-3311

岡田整形外科

館林市朝日町Ｇ72-3163

歯科保健医療センター

館林市苗木町Ｇ73-8818

10日
（月）

田沼内科医院

中野Ｇ88-7522

蜂谷病院

大泉町朝日Ｇ63-0888

ゆたか医院

松原Ｇ73-7308

うえの医院

赤生田町Ｇ72-3330

最上胃腸科

館林市朝日町Ｇ74-3763

歯科保健医療センター

館林市苗木町Ｇ73-8818

16日
（日）

増田医院

板倉町板倉Ｇ82-2255

福田ペイン

明和町大佐貫Ｇ84-1233

橋田内科

本町Ｇ72-0001

星野こどもクリニック
（小児科のみ）

楠町Ｇ70-7200

新橋病院

館林市下三林町Ｇ75-3011

板倉耳鼻

板倉町海老瀬Ｇ80-4333

歯科保健医療センター

館林市苗木町Ｇ73-8818

23日
（日）

藤原医院

明野Ｇ88-7797

富士クリニック

大泉町富士Ｇ20-1971

落合医院

本町Ｇ72-3160

菅沼医院

大手町Ｇ72-9090

真中医院

館林市本町Ｇ72-1630

歯科保健医療センター

館林市苗木町Ｇ73-8818

30日
（日）

益田小児科
（小児科のみ）

大泉町朝日Ｇ62-5535

真下胃腸科

大泉町城之内Ｇ62-2025

まりレディスクリニック

木戸町Ｇ76-7775

神尾内科医院

緑町Ｇ75-1288

小曽根整形

館林市松沼町Ｇ72-7707

川田耳鼻

館林市仲町Ｇ72-3314

歯科保健医療センター

館林市苗木町Ｇ73-8818
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寒夕焼の詩
う た

▼今年も残すところ１か月あまりとなってしまいました。毎

月発行する「広報おうら」の編集に携わっていると、月日のた

つのがとても早く感じられます。今年は「広報おうら」５月号

から紙面のリニューアルを行いましたが、いかがだったで

しょうか。▼企画課では、広報おうらのほかにホームページに

よる情報発信も行っています。来年には、ホームページ画面の

リニューアルを予定しています。▼現在、画面全体のデザイン

や、お知らせする内容などを検討中ですので、楽しみにしてい

てください。最近、冷え込みが日増しに強くなってきています

ので、体調には、十分気をつけましょう。（多）
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Photo 高根澤高明（記録ボランティア）
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毎
月
１
日
発
行

あしもとに故郷　　　連載第二百四十七回

ひとりごと　From editors

朝日の中の紅葉
（県緑化センター）


